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午前１０時３０分開会 

○小林分科会長 おはようございます。ただいまから予算・決算特別委員会企画総務分科

会を開会します。座らせてやらせていただきます。 

 欠席届が出ています。コミュニティ総務課長、家族通院介助のため１４時まで、生涯学

習・スポーツ課長、健診のため本日欠席と。 

 本日の日程、資料はタブレット、全庁ＬＡＮパソコンにてご確認いただきたいと思いま

す。 

 なお、本日もネット中継配信されておりますので、委員、理事者の皆様には、ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。 

 本日は、一般会計歳入歳出のうち、政策経営部、会計室、選挙管理委員会事務局、監査

委員事務局、区議会事務局所管の歳出の調査です。款で言うと議会費、総務費、職員費、

公債費、諸支出金、予備費です。その他該当所管の歳入、各会計実質収支に関する調書、

財産に関する調書、定額基金に関する運用状況調書の調査を行います。 

 調査方法について、改めて確認いたします。 

 政策経営部所管分については、調査の冒頭に、部としての令和５年度決算の特徴や成果

などの説明をお願いいたします。理事者からは、説明は決算関係資料の配付をもって代え、

主要施策の成果や特に説明を要する場合のみ、目の冒頭でお願いいたしたいと思います。

原則として目ごとに質疑を受けますが、事項が少ない場合は項ごとに質疑を行います。 

 分科会調査報告書は、「分科会で議論された項目」及び「総括質疑において議論するこ

ととした項目」を記載し、分科会の議事録を添付した上で、１０月８日火曜日午前中に予

算・決算特別委員長に提出いたします。 

 本日も、会計室が分科会の記録作成のため、後方にてパソコンを持ち込んでタイピング

をいたしておりますので、ご了承いただきたいと思います。 

 限られた時間ですので、調査は、説明、質疑、答弁、いずれも簡潔にお願いいたしたい

と思います。 

 それでは、調査に入ります。 

 初めに、区議会事務局の所管分の歳出、議会費の調査です。決算参考書１４０ページ、

１４１ページをお願いいたします。（「１４０ページ」と呼ぶ者あり） 

 はい。それでは、特に説明することはありますか。 

○石綿区議会事務局次長 特にご説明することはございません。 

○小林分科会長 はい。それでは、質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なしですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、議会費の質疑を終了します。 

 款２、総務費、政策経営部所管の総務費の調査です。令和５年度決算の特徴や成果など

の説明をお願いします。 

○村木政策経営部長 それでは、政策経営部の令和５年度の決算の状況につきまして、概

括的なご説明をさせていただきます。 

 政策経営部におきましては、全庁的・横断的な取組も含めまして、各部の下支えをして



令和 6年10月 3日 予算・決算特別委員会 企画総務分科会（未定稿） 

 ２ 

いくという姿勢で毎年度予算を編成し、執行しているところです。 

 まず、令和５年度一般会計歳出の区全体の総括です。執行率につきましては８５.４%

で、前年度比横ばいですが、予算全体の規模が前年度より大きくなっていたため、不用額、

執行残は約１１２億円で、前年度より１２億円増加しています。入札による契約差金の発

生や義務的経費の実績による残のほか、事業の未実施や進捗の遅れによる執行残も見られ

ます。来年度の予算の編成におきましては、執行率の状況、事業想定やスケジュールに無

理がないかなど、その要因を検証した上で、適切な編成に努めてまいります。 

 続きまして、政策経営部の総括でございます。政策経営部が所管する総務費の執行率に

つきましては８５.４６%で、全体の執行率とほぼ同じで、令和４年度決算の８４.２６%

よりも若干向上しています。不用額は、令和４年度決算では約１４億１,０００万円でし

たが、令和５年度決算では約９億１,６００万円となっています。なお、職員費につきま

しては、例年どおり高い執行率となっております。 

 最後に、監査委員の意見書において、今後の課題としてご指摘いただきました千代田区

のＤＸの推進につきましては、今後も社会状況やデジタル技術の動向等を踏まえながら、

誰もがデジタル化による利便性等の恩恵を受けられるよう、柔軟に取組を進めてまいりま

す。 

 概括的な説明は以上です。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○小林分科会長 はい。説明いただきました。それでは、それぞれの各項の目ごとに調査

を進めます。 

 初めに、項１、総務管理費の目１、一般管理費、決算参考書２３４ページから２３７ペ

ージまで、執行機関から特に説明を要する事項はございますか。（発言する者あり）特に

なし。それでは、委員の皆様から質疑を受けます。 

○のざわ委員 決算参考書２３４ページの２の区政振興事業について、（１）、（２）

（３）、新年交歓会、区制記念日表彰式、公共関係等団体名簿についてお伺いさせていた

だきます。まず…… 

○小林分科会長 事務事業概要２７ページから２８ページ。 

○のざわ委員 事務事業概要の…… 

○小林分科会長 はい。 

○のざわ委員 ２７ページ、（１）新年交歓会から参ります。 

 これ、新年交歓会なんですが、ちょっとまちの方から伺ったんですが、これ、目的が、

相互に認識を深め、かつ連帯感を向上することにより、今後のよりよい区政振興を図ると

いう、で、まあ、内容は、区と密接な関係のある公共団体の役員及び区議会議員、行政委

員等を対象に、歓談の場を提供するというふうに書いてあるんですが、今回、今年、ちょ

っと私は初めて参加させていただいて、ちょっと途中から伺ってあれだった、正しいかど

うか分からないですが、伺ったのは、こういう目的、内容なんですが、生け花をやられた

り、獅子舞を会場からする時間が長かったらしいんですけど、誰がこれをしたいという話

をしたんでしょうかというご質問があったんですが、いかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 誰がしたということではなくて、毎回、コロナ禍以降、ホテルグランド

パレスが使用できなくなりまして、２回開催を余儀なくされているという中で、どのよう

な実行の仕方が効率的かということで、担当として検討いたしました結果、そのように行
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った次第でございます。 

○のざわ委員 ありがとうございます。 

 これは、あと、私的なものもあるんですけど、歓談の場の提供というふうに書いており

まして、個人的に、失礼にならない範囲内で皆様に名札をつけていただくと。歓談の中で、

失礼がないということが、可能性が高まると思いまして、皆様に名札をつけていただくの

はいかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 ご提案いただきましたので、ちょっと過去の実施状況なども踏まえまし

て、どのように対応いたしますか、検討させていただきたいと思います。 

○のざわ委員 よろしくお願いします。 

 次に（２）、同じ事務事業概要の２７ですが、（２）の区制記念日表彰式、こちらのほ

うもちょっとご要望ありましたので、ちょっとお話しさせていただきますと、まず、この

記念品の、まあ、区制記念日表彰式に２６９万５,６２６円使われていらっしゃるんです

が、これの特に記念品のところの授与のところをお伺いさせていただきたくて、この、ま

ず内訳、特に記念品とその委託費のところを中心に、この２６９万の内訳を教えていただ

けるでしょうか。 

○佐藤総務課長 区制記念日表彰式につきましては、司会者の謝礼の報償費、それから今

お話のありました記念品の一般需用費、それから…… 

○小林分科会長 金額。 

○佐藤総務課長 あ、あと、はい。 

○小林分科会長 全部。 

○佐藤総務課長 報償費につきましては、司会者の謝礼で３万円、一般需用費につきまし

ては、記念品として９４万９,６００円、あと使用料、賃借料として、会場の使用料とし

て１７１万６,０２６円でございます。 

○のざわ委員 記念品のところに関してなんですが、これはいつも誰が決めていらっしゃ

るんでしょうか。選定に関しましてですけれども。 

○佐藤総務課長 度々誰がということでお話しいただくんですが、これは担当の所管部と

しては、所管課としまして、この記念品につきましては、過去にも様々なご意見を頂いて

きた経緯がありますので、それを踏まえて、どのような対応が望ましいかということで検

討して決定したものでございます。 

○のざわ委員 正しいかどうかは、ちょっと確認はしていないんですが、複数回もらった

方に関しましては、まあ、記念品、このような形のものでなくても、いろんな別のサービ

スでもいいんじゃないかというご意見を頂きましたので、例えばボート券ですとか、なか

なか入れないようなところの歴史的文化財のところに入るですとかですね。区に貢献した

方々は、品物に関しては、そんなに、物ということに関してはこだわらないので、お花で

すとか、値段というよりも心に残るようなものを選択の中に入れてもいいんじゃないかと

いうお話もありましたので、この記念品に関してのちょっと違った観点からの見直しとい

うのもされてもいいかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 ご指摘のありましたとおり、過去にはクリスタルトロフィーを続けて記

念品としてお渡ししていたことがあり、それがとても重たいとか、お宅の中で置きづらい

というようなご指摘を頂いてきたというふうに認識しております。令和５年度に関しては、
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ビールグラス、江戸切子のビールグラスというふうにいたしましたが、やはり委員ご指摘

のようなお声も頂いておりましたので、今年度、１月――来年１月の記念日の表彰式につ

きましては、また少し目先の変わったものをご用意するように、今、調整をしているとこ

ろでございます。 

○小林分科会長 今の中は、物じゃなくてサービスも必要なんじゃないかというのも、考

え方を変えたらどうかという質問も入っていましたけど、それについては。 

○佐藤総務課長 はい。まだ、コト消費に当たるといいますか、そういったサービスとい

うところまでは、ちょっと検討が及んでいないところでございますけれども、今後の検討

の選択肢の中には含めてまいりたいと考えております。 

○小林分科会長 はい。 

 よろしいですか。 

○のざわ委員 はい。 

○小林分科会長 はい。 

○のざわ委員 あと…… 

○小林分科会長 あ、のざわ委員。 

○のざわ委員 あと、最後に同じ（３）の公共関係等団体名簿でございますが、こちらは

事務事業概要の…… 

○小林分科会長 ２８ページね。 

○のざわ委員 ２８ページです。この、今回名簿に関しまして、アンケートがなされたと

思うんですが、まず、これはどなたが発案されたんでしょうか。 

○佐藤総務課長 こちらも同じく事務の所管といたしまして、名簿について様々なお声を

頂戴していますので、一度改めて配付した皆様のご意見を伺うということで、アンケート

を実施いたしました。その中で、事務連絡のために使っていらっしゃるという方が６１%、

あと使用頻度ということになりますと、半年に一、二回程度であるとか、ほぼ使用しない

というお答えが８０%にも及ぶというような状況で、個人情報の取扱いについて、例えば

もう自分の住所を載せたくないというようなお声も頂く中で、名簿の作り方については、

検討が必要な時期に来ているという認識を持っております。 

○のざわ委員 これは、名簿は廃止にする方向という形でしょうか。それとも、いかがで

しょうか。 

○佐藤総務課長 まだにわかに廃止をするというものではございませんけれども、紙でお

配りする必要があるのかどうかとか、そういった在り方についての検討を、これからアン

ケートを基に行っていくという状況でございます。 

○小林分科会長 あ、ちょっと待って。 

 そしたら、この１,２５０部作成して、どういうふうに配っているんですかね。いつも

配ってもらうとゼッケン、通し番号が入っていますよね。それも含めて、どういうふうに

１,２５０を配っているのか。在庫がどれぐらいあるのかも、ちょっと一緒にお答えして

ください。 

○佐藤総務課長 配付先につきましては、リストを作成しておりまして、ちょっと今手元

にそのリストがございませんので、詳細にお答えすることができないんですが、もうナン

バリングをしているということは、名簿業者に公共団体名簿が流出しているというような
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ことも過去にあったというふうに聞いていますので、そういったことを防ぐためのナンバ

リングをして、どなたにどの名簿が配られているということが管理できるような形で、配

付をしているということでございます。 

○のざわ委員 はい、のざわ委員、よろしいですか。のざわ委員。 

○のざわ委員 個人的には、住所のところは区役所という形にしていただくと、まあ、名

前は出ますけれども、個人情報のところは、かなり対応できるんじゃないかなというふう

に思いまして、できたら個人的には残していただきたいなというふうに思っているんです

が、いかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 先ほども申し上げましたとおり、にわかに廃止するといったことではご

ざいませんので、その在り方について検討する中で、ご意見も踏まえてまいりたいと考え

ております。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。 

○のざわ委員 はい。ありがとうございます。 

○小林分科会長 はい。ほかに。 

 失礼しました。この項、この、よろしいですか。この目は。 

 はい、米田委員。 

○米田委員 ５番の文書事務の（２）の文書管理業務について、簡単に聞かせていただき

ます。 

 これ、たしか昨年度は総務部関係だったかと思います。で、その中で試行的にやったと。

令和５年度は、これ、文書管理、いわゆる電子化についてだったと思うんですけど、これ

はほかの部もやられたという認識でよろしいですか。 

○佐藤総務課長 令和４年度に、古く、もう、ちょっと傷みの来ている文書をＰＤＦ化す

る予算を令和４年度に頂いて、実施をしたということでございます。その後は、庁内のデ

ジタル化の推進もございまして、役割分担をしながら行うということなんですけれども、

まだ、ちょっとその後の書庫に入っている文書の電子化については、今後の検討というこ

とになっております。 

○米田委員 じゃあ、令和５年度は、これ、やっていなかったということで、で、今後も

検討していくという形でよろしいんですね。基本的には、いわゆる書類が古くなって、書

庫の関係上も厳しくなってくると思いますんで、電子化するべきだと思っております。た

だ、その上では、十分配慮していただいていると思うんで、大丈夫だとは思いますけど、

しっかり情報管理とか、個人情報とか入っていますんで、やっていただきたいなと思って

おりますけど、最後、いかがですか。 

○佐藤総務課長 文書の電子化に関しましては、日常、今発生しているものから過去のも

のまで、幅広く検討していく必要があると認識しておりますので、ご指摘を踏まえて、今

後も進めてまいりたいと考えております。 

○小林分科会長 はい、大坂委員。 

○大坂委員 文書管理のところ、関連なんですけど、今回、ここで聞くべきなのかちょっ

と分からないんで、まず確認させていただきたいんですけど、定期監査結果報告書の中で、

各所管において起案の文章が変更されていたという事例が指摘をされているんですけれど

も、この全庁的なところで、そういったことが起きないように管理をするという部分につ
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いては、ここの範囲でいいのかどうかというところをまず確認したいんですけれども。 

○佐藤総務課長 恐らく起案、事務的な言葉で言うと、決裁後修正のことをおっしゃって

いるんだと思います。それにつきましては、システム上で、その決裁後修正を前システム

よりも確認を入れて、にわかにできないというような流れに変更するような対応をしてい

るところでございます。 

○大坂委員 ということは、もう、今回監査で指摘された事案というのは、今後は起きな

いという認識でよろしいんでしょうか。システム上、もうできなくなってしまったという

ことでしょうか。 

○佐藤総務課長 システム上、全くそれができないというわけではありませんので、全く

起きないかと言われると、ちょっとそこについては、はっきりしたお答えはしづらいかな

と思っているんですけれども、以前よりはそういったものは発生しづらくなったというふ

うに考えております。 

○大坂委員 まあ、その辺りでしっかりと対策が取られているということであれば、一つ

前に進んでいるのかなというふうな認識はあるんですが、今回、ちょっと複数の部署にわ

たってそういったことが起きていて、監査の意見書の中では、改ざんにも捉えかねません

よというような厳しい指摘だったかとは思います。こういった指摘というのは、過去にも

あったんでしょうか。傾向として増えてきてしまったのか、それとも、今までやはりこう

いった事例というのは起きていたのかというところの認識はいかがでしょうか。 

○佐藤総務課長 やはり事務をする中で、どうしても後から誤りに気づくということがあ

ります。それは、その際には、上司に決裁を得て修正するというのが正式な手続なんです

けれども、システム上、チェックがかからずにできてしまうという状況の中で、そういっ

た上司への確認をせずに進めてしまうケースが少し増えてしまったというのが、今回の指

摘というふうに受け止めております。ですので、それをシステム上の対策とともにルール

として、上長の承認を得た訂正が必要であるということの周知も必要であると考えており

ます。 

○大坂委員 やはり起きてしまったことに対して、しっかり、その要因というところまで

分析されていらっしゃるということであれば、まずは一段落というか、一歩前に進んでい

るとは思うんですけれども、その上で、さらに起きない可能性というのはあるというとこ

ろもありますんで、引き続き、この辺りについては、区政全体の信頼に関わる重要な部分

にもつながってきますんで、経緯、今後の経過も含めて、しっかりと見ていただいて、監

査のほうから指摘がないようにやっていっていただければと思っていますので、よろしく

お願いいたします。 

○佐藤総務課長 監査のご指摘、また委員からのご指摘を踏まえまして、ソフト面、ハー

ド面での対策を講じてまいりたいと思います。 

○小林分科会長 いいですか、５。５の文書事務は。（発言する者あり）はい。 

 質疑を受けます。 

○のざわ委員 次の決算参考書の７、公益通報制度運営で、事務事業概要は３６ページで

す。こちらで、まず公益通報制度、令和５年度決算額は１６０万６,０００円、令和６年

度当初予算額２２０万円、これ、それぞれの内訳と金額を教えてください。 

○佐藤法務担当課長 ５年度決算額１６０万６,０００円の内訳でございますけれども、
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弁護士として行政監察員２名に係る委託費用、これが税別で月５万円となっております。

１年分として、２名の合計で、税込みで１３２万円となっております。で、公益通報の受

理が今年度は１件ありましたので、行政監察員１名が調査、この案件について業務にかか

った費用といたしまして、合計で、税込みで２８万６,０００円かかっているものと見込

まれます。あ。（発言する者あり）あ、はい。 

 それから、２２０万円の予算の内訳でございますけれども、行政監察員に係る委託費用

としまして、２名の合計で１３２万円かかっております。それから、この案件で調査にか

かった費用としまして、８８万円かかっております。 

 以上です。 

○のざわ委員 まず、私、この実績、令和５年度における通報受理実績は１件。１件に対

して１６０万６,０００円ということで、まず、何ていうんでしょうか、まあ、使いにく

い、職員の方にとって使いにくい制度かなと思ったんですが、今、令和６年度当初予算２

２０万円で、８８万円ということは、１件が２８万円の掛ける３ぐらいって、ここの調査

費として８８万円というのは、どのように見積もっていらっしゃるんでしょうか。 

○佐藤法務担当課長 まず、弁護士１名の調査に係る費用としまして、時給に換算しまし

て、税別で２万円お支払いしております。この件、約２０時間かかっておりますので、お

二人の金額といたしまして、税込みで８８万円となっております。 

○小林分科会長 うん。のざわ委員。 

○のざわ委員 これ、もう既に今かかっているという、そういうお話ですか。１３２万と

８８万とですと、予算じゃなくて、既に２２０万円かかっているというお話でしょうか。 

○佐藤法務担当課長 これは、８８万円に関しまして、予算でございます。 

○のざわ委員 私、個人的に、まあ、１件当たり、まあ、今回は２８万円かかったという

ことで、調査をすると、すごく高くなっていく、この契約というんですか、もし、この実

態が分かると、なかなか職員の方もお電話しにくくなるんじゃないかなというふうに思い

まして、要は、この公益通報制度は、職員の方の身を守るというか、もっと言うと命を守

る制度だと思いますので、非常に使い勝手のいい、ある程度お気軽にお電話できるような

形になったほうが、私、個人的にはいいんじゃないかなと思いまして、そうすると、何か、

何時間幾らというのは非常に分かるんですけども、契約の体系をもうちょっと柔軟に、あ

る程度かけ放題で固定、幾らみたいな形にすると、職員の方々も使いやすくなって、まあ、

職員の方の身を守り、命を守る仕組みとして適切なんではないかなと思うんですが、この

仕組みの変更について、いかがでしょうか。 

○佐藤法務担当課長 職員が公益通報、通報しづらいということと、この予算の額、まあ、

相関関係は特段あるかどうかというのは置いておきまして、契約の固定にするという議員

のご指摘を踏まえまして、受理の件数等も鑑みながら検討していきたいとまいります。 

○小林分科会長 はい、政策経営部長。 

○村木政策経営部長 すみません、ただいまの法務担当課長のご答弁、補足させていただ

きます。 

 ただいまのざわ委員のほうから、この公益通報について結構金額がかかってしまうと、

それが職員に対して抑止的になってしまって通報がされなくなるんじゃないかという、そ

ういったご疑念のご指摘かと思います。これにつきましては、今回の事件もありまして、
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公益通報について、どういったものが使いやすいかとか、どう言ったらきちんと通報者が

守れるかとか、それについては、今もちょっと様々に検討中なところでございます。 

 今、法務担当課長からご指摘がありましたように、議員のほう――経費がかかるので、

それで通報が抑制されているかというと、それはどうかなという、その辺りについてはち

ょっとどうかなとは思いますけど、ただ、受けるほうの弁護士さんのほうの立場からする

と、非常に大きな案件が持ち込まれても、この金額でというと、なかなか受けてくれるほ

うとしても難しいかなと思います。そういったことも踏まえまして、公益通報につきまし

ては、今後使いやすい制度となるように、また、委員からご指摘あったように、通報者を

守れるような制度となるように、その辺のところは今後検証しながら見直しをしていきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○小林分科会長 これ、どこで検討しているんですか。部長。 

○村木政策経営部長 現在のところは、所管の政策経営部のほうで検討しているところで

す。 

○小林分科会長 米田委員。 

○米田委員 関連で。 

 今、部長答弁いただいたので、ほぼなんですけど、やはり公益通報、やたらめったらと

いうのもよくないかも分からないですけど、風通しいいようにやっていかないといけない

と思っております。 

 その上で、３９ページのイのところ、コンプライアンス研修、公益通報制度の周知と制

度の効果的運営のために行っているとあります。これ、実にいいことだと思います。で、

昨年の１０月２日から１２月２８日までとなっているんですけど、これ、何日やられたの

かと、あと何名参加されたのかというのをお聞かせ願えますか。 

○小林分科会長 人事。人事課長がいない。いないの。総務は。分かるの。研修だから。

分かりますか。 

 はい、人事課長。 

○神河人事課長 職員の研修計画に関わることであるため、私、人事課長のほうから答弁

させていただきます。 

 こちらのコンプライアンス研修なんですけれども、こちらはオンラインで実施したもの

でございます。その期間中におきまして、１１６名の参加があったということでございま

す。 

○米田委員 はい。 

○小林分科会長 はい、米田委員。 

○米田委員 職員研修のところかも分からないんで、一応、この中に入っていたんで、お

聞かせ願ったんですけど、まあ、職員研修のところでやってもいいんですけど、やはりこ

こでは全職員が受けるべきものであり、受けさせていかないといけないと思います。これ、

内容を見たら、１から７まで、これ、いい内容です。やはりこういうことはしっかり受け

ていただく、今後。そういうふうにやるべきだと思いますけど、その点についてはどう思

いますか。 

○神河人事課長 ご意見ありがとうございます。こちらのコンプライアンス研修につきま

しては、これは総務課が所管するものとしまして、先ほど、こちらの資料にございますと
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おり、決まったメニューの中で、希望者に対して、参加者を募って実施した形になります。

ですので、そちらを全員に受講させるかどうかということについては、今後、また総務課

とも協議をさせていただきたいと思います。 

 また、一方で、このコンプライアンス以外にも、倫理研修とかですね、そういった形の

職員のコンプライアンスをやはり確保するための研修というのは、別に実施してもおりま

すので、そういった内容の中で、職員のコンプライアンス確保が一層図れるように努めて

まいりたいと思います。 

○小林分科会長 質疑を受けます。 

○のざわ委員 次に行かせていただきます。決算参考書２３４ページの９番、職員研修、

事務事業概要１４９ページでございます。 

 こちらで、研修は、私、非常に大事なことだと思っております。その前提に、研修を受

けられまして、残念ながらお辞めになった方というのがいらっしゃると思うんですが、年

間何人ぐらいいらっしゃる。で、全体の比率として何%ぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

○小林分科会長 今の質問は、職員研修を受けて退職された方がいますかということです

か。 

○のざわ委員 そうです。 

○小林分科会長 それは何人ぐらいいるんですかと。答えて、分からないって、そしたら。 

 休憩します。 

午前１１時０３分休憩 

午前１１時０６分再開 

 

○小林分科会長 委員会を再開します。 

 はい、ご答弁をお願いします。人事課長。 

○神河人事課長 研修は、職員、全ての職員に対して実施するものでございますので、退

職した人数ということで答弁をさせていただきます。 

 令和５年度の退職者の数なんですけれども、これは定年、定年退職というか、通常に退

職した者が１０４名、それから普通退職でですね（発言する者あり）あ、はい。１０４名

でございます。それで、あと定年退職とか、そういった前に辞めた退職者数が４７名とい

うことでございます。 

○小林分科会長 すみません、もう一度。退職者は１０４名。いや、令和５年度の退職者

が何名で、普通に退職した人は当然何名で…… 

○神河人事課長 はい。 

○小林分科会長 その中の４７名がどういうふうに退職されたのかと。整理して。 

○神河人事課長 はい。令和５年度に退職した職員数が１０４名でございます。で、普通

退職、これは定年退職とかの前に退職する、早期に転職等の理由により退職する職員の数

なんですけれども、４７名ということでございます。 

○小林分科会長 ４７。はい。 

○神河人事課長 はい。あ、それで、先ほどの、先に申し上げた退職者等の数につきまし

ては、フルタイム再任用、６０歳を超えますと、希望により再任用というような形の形態

で任用しているんですけれども、そちらの期間満了によって退く者もその中に含めている
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ということでございます。 

○小林分科会長 はい。 

 のざわ委員、よろしいですか。 

○のざわ委員 はい。 

○小林分科会長 はい。 

 質疑を続――はい、永田委員。 

○永田委員 １１番の人材派遣委託についてお聞きします。 

○小林分科会長 はい。 

○永田委員 人材派遣の方の活用については、これまでも答弁いただいていて、例えば窓

口業務では、単年度事業と給付金の事務を行っていただいているというふうに、１０億円

程度かかっているという、また、さらに活用していくべきと考えますが、こうした人材派

遣で区の事務を経験した方たちを、さらに活用するという意味で、例えば経験者採用、そ

ういったことに広げていけないかということをちょっとお聞きしたいんですが、例えばこ

れ、採用については、特別区の人事委員会が担当していると思いますが、そこに例えば希

望の職種、人数というのは、区から要望した人材を確保できるのでしょうか。 

○神河人事課長 経験者採用についてのご質問でございます。経験者採用につきましては、

近年、やはり私どもも新規採用だけではなくて、経験者採用も期待する職員数の中という

ことで、採用を増やしているところでございます。 

 で、こちらの採用数なんですけれども、特別区の人事委員会で共通の試験となるもので

すから、私どものほうで、その需要数、必要とする職員数を人事委員会のほうに報告をい

たしまして、それを基に人事委員会のほうが募集をし、特別区全体の中で募集をしまして、

集まった経験者採用の受験者の中で、区が採用させていただくというような形のことにな

っております。 

○永田委員 その経験者採用に対して、人材派遣の経験者、１年以上ですかね、経験者を

できるだけそちらのほうに移行して、希望者については、移行してもらえるような取組と

いうのはできないでしょうかということを併せてお願いします。 

○神河人事課長 区で派遣業務として従事いただいている方、多数おります。そういった

中でも、時折、経験者採用の試験を受験されて、区に入区、採用される方、いらっしゃい

ます。ですので、採用試験を受けていただいて、それで区の選考で内定を得られた場合と

いうことになりますけれども、そういった形で採用される方というのはいらっしゃいます

ので、そういった形のことは可能かと思います。 

○永田委員 派遣で働いている方が自分で情報収集をして、そういった経験者採用がある

ということに気づけばいいですけども、現在、特にそういったことを、情報を派遣で働い

ている方に提供していないのではないかと思いまして、そこの点について、最後、確認さ

せてください。 

○神河人事課長 確かに、庁内で勤務する派遣の方に、個別に、個別にというか、経験者

採用試験について周知をしているということは、現段階では行っていないかと思います。

ですが、先ほど委員がおっしゃったように、中には区のほうで働いてみたいという方もい

らっしゃるかもしれませんので、そういった周知の方法もあるかなというふうに、今、私

思ったところでございます。今後参考にさせていただきたいと思います。 
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○永田委員 結構です。 

○小林分科会長 はい。 

 それでは、質疑を受けます。 

○小野委員 １５番の契約制度の検討についてお伺いいたします。 

○小林分科会長 どうぞ。 

○小野委員 はい。こちらの契約制度なんですけど、よく契約変更のところでスライド条

項についてのご説明などが毎回されるかと思います。なかなか口頭で言っていただくだけ

だと、理解をするのにちょっと時間がかかるなというふうに感じているところです。これ

は多分それぞれの所管の中で、契約変更するものですとか、ほかの常任なんかでも取扱い

されていると思うんですけれども、実際に調べてみると、例えば何でこんなに度々契約変

更するんだみたいな、素朴な疑問があるとは思うんですけれども、よくよく調べてみると、

やっぱり公共工事の労務単価というのは、毎年度、毎年度末ですよね、東京都からちゃん

と発表がされていて、こういう職種だと幾らですよというのが明確に提示をされています。

ですので、例えばなんですけれども、（発言する者あり）今後、区の中で、こういった単

価のときに、口頭だけではなくて、参考資料として区が出して、都が発表しているものな

んかを添えていただくとかいうところで、理解が高まるかなと思うんですけど、その辺り

についてはご見解いかがでしょうか。 

○武笠契約課長 契約変更について、ご指摘を頂きました。はい。契約変更に当たりまし

ての理由は様々ございますけれども、ただいまご指摘頂きました労務単価、分かりやすく

といったようなことも踏まえまして、今後変更の際に出す資料については、工事所管課と

も相談させていただきたいと思っております。 

○小野委員 はい。ご検討をよろしくお願いします。 

 併せて、どういう経緯を経て変更されていくのかというところも、実はホームページに

分かりやすく明示がされているかと思います。ただ、これを各議員が理解をしているかと

いうと、またちょっとそこも違うかなと思っています。特に３月に東京都から発表がされ

た後に、各自治体で、４月の上旬ぐらいに、それを発表してくださっていると思うんです。

千代田区も、分かりやすく、しっかりまとめてあって、特にインフレスライド条項の運用

についての暫定版というところで、非常に分かりやすいなと思ったのが、インフレスライ

ドの手続フローというのが明確に示されています。こういったものも、まだ見たことがな

い委員もおりますし、こういうものも同時に添付などであると、より契約変更がなぜされ

るのか、特にインフレスライド条項に関わるときに限ってかもしれないですけれども、資

料が添付されると非常に分かりやすいと思いますが、その辺りについてはいかがでしょう

か。 

○武笠契約課長 インフレスライドにつきましては、契約約款に定めまして行っていると

ころでございます。フローなどにつきましても、ご指摘のとおり、なかなか分かりにくい

部分もあったかと思いますので、その辺も工事所管課と相談しながら、分かりやすいご説

明に努めていきたいと思います。 

○小野委員 はい。お願いします。まあ、わざわざ作る必要はなくて、もう、こうやって

ネットに出ているので、そこを参考資料として確認をできるだけでも、全然違うかなと思

います。今あるものが、意外と理解を高めるには非常にありがたい資料だなというふうに
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感じていますので、その辺りのところも、せっかくあるものなので、ご活用を引き続きお

願いできればと思います。 

 以上です。 

○小林分科会長 はい。 

○武笠契約課長 ご指摘を受けまして、検討させていただきます。 

○小林分科会長 入山委員。 

○入山委員 職員住宅について、ちょっと伺わせていただきます。２３６ページです。は

い。 

 ２月の予算委員会のところでは、増やしていくということで、今お話が頂いているとは

思うんですけども、１１０戸、四番町の職員住宅ができればということだったと思うんで

すが、まず、四番町の２４戸が確保できる前まで、地域別にどれぐらいの割合で住宅があ

るんでしょうか。 

○神河人事課長 現在、直営、それから借上げ施設含めまして、２６施設ございます。で、

こちらの地域別の分布ということにつきましては、これはやはり神田方面のほうが、やは

り分布が多くて、麹町のほうがなかなかこう、見つけたくても、なかなか物件がないとい

うようなところがございまして、やはり神田のほうにちょっと偏っている部分はあります

けれども、私どもとしましては全区的にバランスよく設置できるように努めているところ

でございます。 

○小林分科会長 今、質問では、その地域、各地域に何戸ずつあるんですかという質問で

すんで、お答えしていただきたいんですが。 

○神河人事課長 すみません。今、最新の数値としまして、それを地域別にちょっと割合

を出したものというのは、ちょっと今把握しておりませんので、少しお調べさせていただ

けたらと思います。それは麹町地区と神田地区の別ということでよろしいんでしょうか。 

○入山委員 そうですね。本来は出張所、もしくは世帯数というか、人数的な割合で。 

○神河人事課長 あ、人数的な割合ですか。 

○入山委員 はい。 

○神河人事課長 はい。少し時間を要しますけれども、よろしいでしょうか。 

○入山委員 はい。 

○神河人事課長 はい。じゃあ、後ほど報告させていただきます。 

○小林分科会長 入山委員。 

○入山委員 はい。続けて。はい。 

 神田地区が多いという理由は、恐らくそういうことなんだろうなという気はするんです

けども、なぜ聞いたかというと、やっぱり災害活動ということで、人数的な問題も出てく

るのかなということと、あと、この目的の中に、地域コミュニティ活動、地域コミュニテ

ィ活動の活性化に資する、もしくは職員の福利厚生を図るというような話が出ているんで

すけど、どういったことをやられているんでしょうか。 

○神河人事課長 こちらの職員住宅の入居者は、現在は全ての職員を各町会のほうに加入

いただくような形のことで行っております。そういったところで、各町会の活動のほうに

参加されたりとか、町会活動とは別に、例えば秋葉原地区では清掃とかやっているかと思

うんですけれども、そういった活動に職員が参加をしまして、私どもとしましては、そう
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いったコミュニティ活動を、どんなものをやりましたかということで、調査を定期的に実

施しているところでございます。そういった中で確認をさせていただいているというよう

なところでございます。 

○入山委員 福利厚生については、どういったことを。 

○神河人事課長 福利厚生。 

○入山委員 はい。 

○神河人事課長 すみません、ちょっとそのご質問、福利厚生についてということは、こ

ちらの職員住宅が福利厚生の一環…… 

○入山委員 あ、そういう。 

○神河人事課長 ということではあるので、はい。 

○入山委員 特にあるわけではなくてということで。 

○神河人事課長 はい。 

○入山委員 住宅に住むということがということですね。はい。 

○神河人事課長 はい。その住宅に住むことと、あと、災害用の職員の確保ということと、

あと、地域コミュニティの活動に資するような活動をして、地域活動を支援していただく

ような形のことも含めた内容で、参加する、あ、参加じゃないな、入居する職員を募集し

ているところでございます。 

○入山委員 ありがとうございます。 

 最後にちょっと、町会によっては、まあ、偏ってですね、人手が足りないという町会が

あるんですね。ぜひ、ちょっとそっちのほうにこう、町会をまたいで手伝いに行くとか、

そういうことはできるでしょうか。 

○神河人事課長 現時点では、そのような町会をまたがった活動ということは、私どもも

入居に当たって考慮しておりません。ですが、確かに直営の住戸になりますと、やはり戸

数が多かったりして、特定の町会に偏ってしまうということはあるかと思います。それは

ご指摘のとおりでございまして、そういったものが、ちょっとどういった形で、よりよい

形にできるのかということは、また、そうですね、地域の出張所なんかともちょっと意見

交換しながら、今後検討させていただきたいと思います。 

○入山委員 今、課長がおっしゃったように、人数が多分すごい固まっていると思うんで

すね。その半分でもいいので、人手の足りない町会とかが実際あるので、ぜひ、そちらの

ほうに手伝いに行っていただくとか、そういうことを考えていただければなと思います。

よろしくお願いします。 

○神河人事課長 ご意見ありがとうございます。そういったことについても、ご指摘のあ

ったことにつきまして、検討を進めてまいりたいと思います。 

○小林分科会長 ちょっと整理しますと、この福利厚生の中で、非常災害要員というのは、

これは職務でしょ。職務でしょ。で、地域コミュニティ活性化については、これは職務な

んですか。今の話で言うと、こっち足りないから、こっちへ来てくださいと。コミュニテ

ィ活性化のために。というと、これ、災害では分かりますよ。職務でなさっているという

のは分かりますけれども、この地域活性化の、例えば町会の応援とかみたいになると、地

域が活性化するためには、ここの職員住宅にいらっしゃる方については、職務になっちゃ

いますよ。その辺は、どういう、ここを分けをして、職員住宅に住まれている区の職員の
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方に、人事課としては指示を出しているのか。その辺をはっきりしないと、職務でやって

いる防災と、コミュニティの活性化の、言わば、ある意味ボランティア的なところも職務

に入ってしまうと、職員の方はどういうふうに動いたらいいのか、なかなか難しくなっち

ゃうんで、その辺の整理ができていないで検討を、今言った検討をされちゃうと、大変難

しくなるんじゃないでしょうか。その辺の整理をちゃんとしていただけませんでしょうか。 

○神河人事課長 確かにコミュニティ活動につきましては、これは職務ということではな

くて、やはりプライベートの時間の中でそういった活動に協力してくれというような形の

ことになるかと思います。したがいまして、ちょっと、そういった意味では、先ほど分科

会長に整理いただいたとおり、なかなか、それを、あなたはどこの地区に行ってねみたい

な形のことを整理するということは、難しいところはあるかと思うんですけれども、例え

ばですけども、ちょっと今後また検討してまいりますけれども、偏った人員を少し分散さ

せるようなことが、地区でですね、分散させるようなことができたりとか、あとは地域全

般の、何かこう、そういったイベントとかの周知を広くさせていただくとか、そういった、

何かいろんな工夫もあるかなというふうには思っております。ちょっとそれがどういった

対応ができるか、それが職務としての参加ではなくて、あくまで任意になりますので、必

ず参加できるかどうかというのは、ちょっと分かりませんけれども、何ができるかという

ことについては、少し検討させていただきたいと思います。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 入山委員。 

○入山委員 ごめんなさい。内容のところに、最後のほう、入居者に非常者、あ、非常災

害対策要員になることと、地域コミュニティ活動への積極的な参加を義務づけられている

というふうに、ちょっとうたわれているので、まあ、積極的に義務づけられているという

のが職務なのかどうなのかというのが、ちょっと難しい文言かなと、ちょっと思ってはい

るんですけども。はい。 

○神河人事課長 あくまで入居の際の要件としまして、コミュニティ活動には積極的に参

加することということは要件とさせていただいているので、そこのところは、先ほど任意

と申し上げましたけれども、私どものほうは、入居に当たっての、その条件をちゃんと満

たしているかどうかということについて調査をしているところでございます。ですので、

町会活動もそうですけど、例えばＰＴＡの活動であったりとか、あと、地域のスポーツ団

体のほうでスポーツを教えるとか、それぞれ活動はしているようなので、そういったとこ

ろは、私ども人事課としても、今後も確認してまいりたいと思います。 

○小林分科会長 そうすると、この事務事業概要に書いてあるところは直さないと駄目だ

ね。事務事業概要だったら、これ、並列になっていますよ。入居者には非常災害要員にな

ることと、地域コミュニティ活動への積極的な参加を義務づけていると書いてあるんで、

義務つけちゃったら、今言ったこと、回答がおかしくなっちゃいますよ。義務づけている

んだとね。 

○神河人事課長 すみません。ちょっと任意という言い方がですね、ちょっと私も適切で

なかったかもしれませんけれども、やはりそこのところを担保するために、私どもとして

は、やはりそういった活動の調査を行ったりとかして、活動していない職員に対しては、

連絡をして、活動するようにというような形のお話をさせていただくようなこともありま
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す。そういった形で、こちらに書いてあるような、積極的な参加というものを確保してい

くように努めてまいります。 

○小林分科会長 入山委員、いいですか。はい。（発言する者あり）えっ、ここはいいで

すか。 

○田中委員 いや。 

○小林分科会長 ありますか。はい。 

○田中委員 関連で。 

○小林分科会長 関連で。はい、関連。はい。 

○神河人事課長 分科会長…… 

○中田行政管理担当部長 数字が分かりました。 

○小林分科会長 あ、数字が分かった。はい。答弁をお願いします。人事課長。 

○神河人事課長 すみません。人事課長です。 

 入山委員から、先ほどお話、ご質問のありました、各地域別の職員住宅の戸数について

ご報告いたします。 

 ６地区ごとで、まず麹町地区、こちらが単身用・世帯用含めて４１、富士見地区が、や

はり１１、それから、次に神保町地区が１９、神田公園地区が２２、万世橋が１３、和泉

橋が７ということでございます。まあ、かなり均衡は取れてきてはいるんですけれども、

ちょっと若干、はい、地域によって少し差があるというような状況です。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

○入山委員 はい。 

○小林分科会長 田中委員。 

○田中委員 今のところの関連で、地域コミュニティ活動の活性化の参加の調査方法、詳

しい調査方法というのを教えていただけますでしょうか。 

○神河人事課長 各入居者に対して、夏頃ですかね、それを、どのような活動を行いまし

たかというような形のことで、調査をさせていただいております。 

○田中委員 そうすると、年に１回だけという形なんでしょうか。 

○神河人事課長 現状においては、年に一度ということだと思います。 

○田中委員 その項目というか、詳しい情報があれば。どのように記載するのかとか。と

いいますのが、今、施設の分布で、麹町４１とあるんですけれども、すごく積極的に参加

されている職員の方も見受けられるんですけれども、聞いたお声としては、あまり活動に

参加されていない職員の方もいらっしゃるというようなことも聞いておりますので、そこ

ら辺の実態の把握ということをどのようにされているのかなと思いまして。お願いいたし

ます。 

○神河人事課長 すみません。ただいま手元に調査の様式がございませんので、確認にお

時間を頂くか、で、私の記憶している限りでは、過去に活動したことについて記載してく

ださいというような形のことの設問がありまして、そこに記載をしていただいているよう

な形のイメージだったと記憶しております。 

○小林分科会長 よろしいですか。田中委員。 

○田中委員 ただいま、はい…… 

○小林分科会長 大丈夫。 
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○田中委員 大丈夫です。 

○小林分科会長 ワテラスにある、学生住宅があるんですよね。学生住宅は、家賃がすご

く安いんです。その条件に、地域に、コミュニティに参加したとき、５個の、５個ぐらい

あって、地域の町会に参加したとかね、地域のお祭りに参加したとか、地域のボランティ

アに参加したとか、全部書いていて、それを満たすと、次の年も家賃が、そのまま住める

とかいうような、何かね、民間である。そんなのもね、いろいろな、無理なくやっている

ところもあるんで、そんなのも参考にされるといいんじゃないですかね。 

○中田行政管理担当部長 ちょっと補足で説明をさせていただきたいと思います。 

 町会活動を、急に住宅に入った者が町会に行くというのは、なかなかハードルが高いの

で、（発言する者あり）町会長ですとか、あとは出張所長に協力を頂きながら、地域に入

っていくというような手法を取らせていただいております。で、町会によっては様々な活

動をされていて、積極的に関わってほしいというところもあれば、若干、そうではないよ

うなところもあるので、少し温度差はいろいろあるのかなというところを感じているとこ

ろです。いずれにしましても、地域の方にとって、職員がいてよかったというようなふう

に思っていただけるように、活動のほうは支援をしていきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○小林分科会長 はい。よろしいですかね。 

○田中委員 はい。 

○小林分科会長 質疑を受けます。なしですか。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。そうしますと、目１の一般管理費の調査を終了します。 

 次に目２、広報費、決算参考書２３６ページから２３７ページの調査です。 

 執行機関からの説明はございますか。 

○並木広報広聴課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 委員から質疑を受けます。 

○のざわ委員 まず、決算参考書の２３６ページ。 

○小林分科会長 ２３６。 

○のざわ委員 １、広報活動に関しまして、まず（２）映像広報、（３）区ホームページ

等々、（４）パブリシティ活動。 

○小林分科会長 どこですか。もう一度。 

○のざわ委員 えっ。 

○小林分科会長 何ページですか。 

○のざわ委員 それで、まず…… 

○小林分科会長 ごめんなさい。のざわ委員、何ページのどこですか。もう一度。 

○のざわ委員 まず、事務事業概要の…… 

○小林分科会長 はい。 

○のざわ委員 ２０３ページから参ります。 

○小林分科会長 えっ。 

○のざわ委員 事務事業概要２０３ページ…… 
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○小林分科会長 ２０３ページ。 

○のざわ委員 この映像広報。で、内容的には２０４ページになるんですが…… 

○小林分科会長 はい。 

○のざわ委員 ここで、えーと、この、広報、映像広報。映像広報のところで、イに、そ

の他の画像とありますが、まず、この映像広報の内訳と金額、特に東京ケーブルネットワ

ークが幾らありますかというのを伺いたいんですが、まず映像広報の…… 

○小林分科会長 映像広報の内訳。お願いします。 

○のざわ委員 内訳と金額をよろしくお願いします。 

○並木広報広聴課長 映像広報の内訳に関しまして、消耗品のほうが１０万７,３７７円、

で、事務委託費が１,０００…… 

○小林分科会長 超えちゃうんですね。 

○並木広報広聴課長 ごめんなさい。１０３万７,０００――あれ、ごめんなさい。委託

費、ごめんなさい。 

○小林分科会長 ちょっと待って。この１,０４１万５,２００円の内訳です。 

○並木広報広聴課長 内訳ですよね。 

○小林分科会長 お願いします。 

○並木広報広聴課長 委託費が１,０３０万７,８２３円。以上でございます。ケーブルテ

レビのほうは今年度契約をしておりませんので、こちらには入っておりません。 

 ごめんなさい。 

○小林分科会長 休憩します。 

午前１１時３５分休憩 

午前１１時３６分再開 

○小林分科会長 それでは、委員会を再開します。 

 ご答弁からお願いします。 

 広報課長 

○並木広報広聴課長 すみません。答弁の修正をさせてください。 

 先ほど内訳についてですけれども、令和５年度はケーブルネットワークさんと契約をし

ておりまして、こちらが７６７万８,０００円でございます。 

○小林分科会長 全て出してください、内訳を。 

○並木広報広聴課長 はい。あと「わがまち千代田」の制作費が２２８万８,０００円で

ございます。また、短編の動画作成をしたのが２７万５,０００円でございます。 

 以上になります。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。 

 のざわ委員。 

○のざわ委員 東京ケーブルネットワークが７６８万円で、あれ、まずこちらから、これ、

令和６年の予算額１,０４６万の中には、まず東京ケーブルネットワークはもう契約をし

ないというお話ですか。 

○並木広報広聴課長 令和６年度、本年度は契約をしておりません。 

○のざわ委員 そうしましたら、あ、そうか、これは、この令和６年度の１,０４６万５,

０００円の内訳を伺っていいですか。これは関係ないんですか。 
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○小林分科会長 決算でございますので予算は。 

○のざわ委員 決算だから、分かりました。すみません。これ、私、東京ケーブルネット

ワーク、今お話を伺うと、「わがまち千代田」が２２８万円と聞こえたんですけど、これ

はここに書いています、年間３本程度作成し、すみません。事務事業概要の２０３ページ

なんですけども、一番下の４行、ア、「わがまち千代田」「つながる千代田」この「わが

まち千代田」２２８万円とおっしゃっていましたけども、この「わがまち千代田」「つな

がる千代田」この年間３本程度を制作し、東京ケーブルネットワークや区の施設等で放映

しているほか、区ホームページや公式ユーチューブチャンネルで公開している。令和５年

度は計４本制作。これは東京ケーブルネットワークにかかる７６８万円というのは、制作

とは別に何かかかっているのか、ただ制作２２８万円で番組を作っているという、これは

何かイメージがつかないんですけど、もう少し詳しく内訳を教えていただいていいですか。 

○並木広報広聴課長 先ほどの７６０万のケーブルネットワークさんにお支払いしている

ものは放映権でございまして、この中に制作費は入ってございません。制作費は先ほど申

し上げました「わがまち千代田」の２２８万８,０００円のほうになります。 

○のざわ委員 これは何を何本作っているのですか。 

○並木広報広聴課長 「わがまち千代田」は４本制作しておりまして、短編動画は１本で

ございます。 

○のざわ委員 私ここで何を伺おうかなと思っていたんですが、このケーブルネットワー

ク、私もなかなか、人によっては非常に身近でよくご覧になる方もいらっしゃると思うん

ですが、人口６万９,０００人ほどいる区民の中で、どれぐらい加入率とか視聴率がどれ

ぐらいご覧になっていて、その効果測定というのをどういうふうにされているのかなとい

うふうに思って、そこの検証を伺いたかったんですが、来年からやめるということで、せ

っかくですので、今申し上げた何人ぐらい見ているというか、加入率とか、視聴率とか、

どういう状況で、加入されていましたけども、これこれこういう理由で来年からやらなく

なりましたとか、もしよろしかったら教えていただけたらと思います。 

○並木広報広聴課長 ケーブルネットワークさんの視聴率、確かにおっしゃるようにご覧

になっている方もいらっしゃるかと思いますが、視聴率のほうなんですけれども、区政モ

ニターのほうでアンケート等、世論調査のほうでもアンケート等を取っておりまして、そ

ちらのほうで視聴率が低いというところでございます。ちょっと今、一番…… 

○小林分科会長 関連で、ちょっと待ってください。 

 じゃあ、関連で、先に大坂委員。 

○大坂委員 ケーブルネットワーク関係のことについては、ここ何回か決算・予算で質問

させていただきました。前回の決算のときにケーブルネットワークの費用が高いんじゃな

いかという指摘をさせていただいて、今年の予算の中にはケーブルネットワークと契約は

しないんだけれども、ケーブルネットワークさんのほうから、ちょっと今年に関してはお

試しというか、契約しない中で放映をさせていただくということで提案を受けて、今年度

ができているのかなという認識です。で、大事なのはそこでどういう効果があったのかと

確認することもそうなんですけれども、これから先どうするのかというところが一番大事

なんだろうと思っています。当初の質問の趣旨としては、やはりケーブルテレビよりもユ

ーチューブですとか、管内含めてそういったところを重点的に放映していくほうがいいん
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じゃないのかなという趣旨で質問をさせていただいています。その状況というのはあまり

変わっていないのかな。むしろユーチューブですとか、様々な動画配信の普及率のほうが

高くなっているという状況もありますので、ケーブルネットワークさんに関しては残念で

すけれども、今まで長い付き合いはありましたけれども、そこは一旦整理はしてもいいの

かなという認識ではいるんですが、１年経過してそういった検討の状況、これから先、来

年度の予算に向けてはどういうことを考えていらっしゃるのかというところはお伺いした

いなと思います。 

○並木広報広聴課長 ありがとうございます。おっしゃるとおり、そのとおり、以前ケー

ブルネットワークさんと契約したときはユーチューブなど、そういう今のような動画のよ

うなものはございませんでしたので、多分それが動画としての情報発信だったと思います

が、今はおっしゃるようにユーチューブ等を区でも行っておりますので、そちらを行って

いるところです。新たな提案というものを頂いて少しいるんですけれども、金額を下げる

こととか、冊子の配付先を増やして周知するというような提案を頂いておりますが、提案

と費用対効果というのを考えながら、ちょっと継続しない方向では考えております。 

○大坂委員 東京ケーブルネットワークさんも民間企業さんですので、様々提案をしてい

ただけるとは思います。そうした中で費用対効果をしっかりと検証して、どういった方向

性にしていくのかというのはじっくりと検討していただければいいのかなと思っています。 

 前回も提案をしているんですけれども、動画に関しては非常に今有効な手段になってい

ますので、継続的に力を入れて取り組んでいただきたいということと、あと、やはりショ

ート動画というのが近年はやっている傾向というのは、これもまた変わっていません。ユ

ーチューブだけじゃなくて、様々な媒体が同じような仕組みでショート動画を取り上げて

使っていますんで、そういったところも力を入れていただきたいということがまず一つと。

あと、これも毎回毎回お話をさせていただいているんですけれども、「わがまち千代田」

のコンテンツ力というのはすごいものがあると。定期的に過去のものを掘り起こしていた

だいてユーチューブのほうにアップしていただいているんで、それをしっかりと継続をし

ていただきたい。中には本当に貴重な映像が含まれていますので、それをなかなか掘り当

てるというのは大変な作業かとは思いますけれども、重要な資料にもつながっていきます

し、我々も、実際私たちが小学生の頃の小学校の映像というのが今身近で見られるという

のは非常にありがたいことだと思っていますので、そういったことも継続して行っていた

だきたいなと思っていますけれども、いかがでしょうか。 

○並木広報広聴課長 ありがとうございます。ショート動画に関しましては、確かにおっ

しゃるようにいろいろな媒体で長いものよりもショート動画のほうが見られるという傾向

がございますので、今後はショート動画も作成するように進めてまいります。また「わが

まち千代田」の過去のものですけれども、今年度も何件かアップさせていただいておりま

して、今後も現在行われているイベントの関連性などを含めまして、たくさんちょっとあ

りますので、その中からいろいろ発見して、これからもアップしていければと思っており

ます。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 それと、先ほどのざわ委員が質疑の中で、視聴率はお答えがありましたけど、加入率は

どうですかというのはお答えいただいていないんで、東京ケーブルネットワークの区民の
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加入率というのが分かればお答えいただいたほうがいいと思います。 

○並木広報広聴課長 ちょっと加入率というのはちょっと今分かりませんで、ビル自体に

見れる、何というんでしょう、アンテナが共有になっておりまして、それで見られるとか、

そういうことがございまして、ちょっと加入率というのは、今ちょっと私のほうでは答え

を持っておりません。 

○小林分科会長 東京ケーブルネットワークと加入しているというのはつかめないという

ことですか。 

○並木広報広聴課長 はい。そうでございます。 

○小林分科会長 何件入っているか分からない。 

○並木広報広聴課長 はい。 

○小林分科会長 なかなか難しいですね。加入率も分からなくて。 

○並木広報広聴課長 そうですね。区政アンケートでどれくらいご覧になっていますかと

いうパーセンテージは…… 

○小林分科会長 いうしかないんですかね。 

○並木広報広聴課長 ですね。はい。 

○小林分科会長 のざわ委員、そういうことでございます。加入率は分からないと。視聴

率については分かりますけどということです。 

○のざわ委員 そうしましたら、次に（３）、（３）というか、事務事業概要２０５ペー

ジの（３）、これは決算参考書の２３７ページの広報活動の（３）のホームページの運営

に該当すると思うんですが、区ホームページ、区公式Ｘ、フェイスブック、ユーチューブ

チャンネルというふうに書いてあるんですが、１,４７１万円の内訳金額をそれぞれ、特

にホームページに幾ら、区公式Ｘ幾ら、フェイスブック幾ら、ユーチューブチャンネルに

幾らというのを、特にユーチューブチャンネルは先ほどのところの動画の制作とそれ以外

と分かれているのか、それともユーチューブチャンネルの中に動画の制作も入っているの

か、そこも含めて教えてください。 

○並木広報広聴課長 まず、ＳＮＳに関しては特に経費はかからないものでございまして、

Ｘ、フェイスブック、ユーチューブは登録をしますと特にそれに対する費用はございませ

ん。ユーチューブの制作ですけども、先ほど申し上げました映像広報のほうで作成したも

のになりますので、そちらのほうの制作費で作成したものをユーチューブにアップしてい

るというところでございます。 

 あとは詳細な金額ということで。 

○小林分科会長 内訳です。 

○並木広報広聴課長 内訳ですね。 

○小林分科会長 １,４００万の内訳を教えてください。 

○並木広報広聴課長 はい。申し訳ありません。１,４００万の内訳ですけれども、まず

消耗品費のほうが…… 

○小林分科会長 大きい声で。 

○並木広報広聴課長 大きなものでよろしいですか。申し訳ございません。 

○小林分科会長 大きなものと違う、大きな声で言ってください。 

○並木広報広聴課長 はい。委託費でホームページの保守業務というのがございます。そ
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ちらが１，４００、１４９万９６０円ということでございます。そのほか消耗品費等でご

ざいます。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。のざわ委員、いいですか。 

 のざわ委員。 

○のざわ委員 ありがとうございます。そうしましたら、次に（４）のパブリシティ……

○米田委員 分科会長、ちょっと（３）番で関連、（４）番に行く前にいいですか。 

○小林分科会長 ちょっと待ってください。（４）番に行く前に（３）番のほうで。関連

をお願いします。 

 米田委員。 

○米田委員 今のホームページのところなんですけど、金額は分かりました。で、２０７

ページを見ると、ホームページのアクセス件数、これについては様々ホームページ試行錯

誤しながらいろいろやっていただいているんですけど、令和３年、４年、５年とちょっと

下がってきております。この費用対効果という意味でどう受け止めているかというのをお

聞かせいただけますか。 

○並木広報広聴課長 確かにちょっとホームページのほう視聴率が落ちておりますが、そ

の分ＳＮＳが上がっているという方向で、やはり皆さんホームページよりも先にＳＮＳを

ご覧になっているからなのかなというところは考えております。こちら、先ほど申し上げ

ました委託料のところで一番大きなものが、常駐でホームページの更新などをしていただ

く常駐員をちょっと今来ていただいております。やはり確かに視聴率というところもある

のかも、閲覧数というのもあるのかもしれないんですが、やはりそのメンテナンス、例え

ばセキュリティ的な面とかページの構築とか、そういう保守的なところも大切なものでご

ざいますので、こちらをしっかりしていきたいなというふうに思っております。 

○米田委員 方向性は分かりました。ただ、６年度予算は増えています。これはホームペ

ージをどういうふうにしていきたいというか、やっぱり進化等を経てこの視聴率を上げて

いきたいのかというところはいかがですか。 

○並木広報広聴課長 こちらは、先ほども申し上げましたように、やはり保守業務の人材

のほうの問題でございまして、やはり人件費が上がっているというところでございます。 

○米田委員 じゃあ人件費の上がりでこれだけ増えたという認識でよろしいんですね。あ

とはホームページは視聴率を上げていくかどうか、この考えについても最後。 

○並木広報広聴課長 もちろん、こちらを上げるように努力してまいりたいと思います。 

○小林分科会長 内容の問題。 

○米田委員 この同じところなんですけど、ＳＮＳはあまり費用がかからないと。で、Ｘ

もやっていると。ＬＩＮＥもやっていると。そのほかスレッズとか様々な媒体が出てきて

おります。この辺に関しての取組に最後聞かせていただけますか。 

○並木広報広聴課長 様々な今ＳＮＳとかインスタグラムですとかございます。ただ、ま

ずは私の考えとしましては、現状あるＸ、フェイスブック、ＬＩＮＥ、そういうものをし

っかり周知してご覧いただくというようなほうに力を入れていきたいと思っております。 

○米田委員 様々若い方とかいろんな方に見ていただくためには、課長がおっしゃった、

まず、あるものは大事にするというのも一つの観点ですけど、新たな需要で全部見ていた

だくという上では、あまり費用対効果がかからないこういったメディアもありますので、
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しっかりその辺を使っていただきたいと思いますけど、いかがですか。 

○並木広報広聴課長 おっしゃるように今いろいろなものがあるので、それはよくアンテ

ナを張って、どういうものが効果的かというのをこれからも研究してまいるところです。

ただ、それを発信する業務量とか、そういうものを鑑みてやっていこうと思っております。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

○小野委員 関連で。 

○小林分科会長 関連で、小野委員。 

○小野委員 （６）のＳＮＳのところと、その後ちょっと（１）の広報千代田についても

お伺いしたいと思います。 

 まず（６）のＳＮＳ、今、米田委員からもありましたとおり、ちょっとＬＩＮＥについ

てお伺いします。事務事業概要でいうと２１０ページですね。ＬＩＮＥがもう根づいてき

ているかなと思うんですけれども、まずは現段階でお友達の登録者数ですかね、ここはど

の程度でしょうか。 

○並木広報広聴課長 現在の登録者数でございますけれども、ＬＩＮＥのほうは２万１,

９８７人でございます。 

○小野委員 はい。ありがとうございます。ということは、２万１,０００、ここから先

ちょっとどうやって増やしていくかというところもあると思うんですけど、一応プッシュ

で情報をお届けするという方がこの程度受け取れる方がいらっしゃるということでちょっ

とお伺いします。セグメント配信ができるようになったということで、セグメント配信を

受ける、要は自分が受信したい情報を選択できるということを知らない方が意外といらっ

しゃるなというふうに感じていますけれども、その辺りについて何かございますか。 

○並木広報広聴課長 おっしゃるとおり、セグメント配信についてはまだご存じじゃない

という方がいらっしゃるということで承知しております。それで、以前はセグメントが全

て外れておりまして、自分で選択制になっておりましたが、今は全てがもう選択してある

状況の中から削除するというようなものになっております。ですので、以前変更したのが、

今年の２月から変更しているんですけれども、それ以前に登録された方はセグメントをチ

ェックするということをまだご存じがない方がいらっしゃるかと思います。それは都度広

報千代田のほうでも周知してまいりますけれども、そのような、もう以前から入っていた

だいている方というところは、今後も積極的に周知していきたいと思っております。 

○小野委員 今年の２月から変えられたということで了解しました。ということは、それ

以前に登録をされている方というのは、ご自分で選んだセグメント、またはデフォルトの

ままで情報が行っているという解釈でしょうか。 

○並木広報広聴課長 はい。そのとおりでございます。 

○小野委員 となると、今、多分防災の情報だけが行っているという方がいらっしゃるの

かなということが分かりました。広報千代田の紙媒体でお知らせいただけるのもありがた

いんですけれども、同時にＬＩＮＥを受信されているので、せっかくですから、ＬＩＮＥ

でそこはいわゆるセグメントがない方にも届くような方法で、こういうふうに仕組みが変

わりましたということを１回流していただくだけでも少し違うのかなと思いますけど、そ

の辺のご検討はいかがですか。 

○並木広報広聴課長 おっしゃるとおり、そのとおりだと思いますので、これから検討し
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てやっていきたいと思います。ありがとうございます。 

○小野委員 はい。ありがとうございます。もしＬＩＮＥなければ、このまま（１）の広

報千代田に、分科会長、行きたいですけど、ＬＩＮＥはありますか。 

○小林分科会長 のざわ委員。 

○のざわ委員 いいですか。すみません。 

 すみません。ちょっと今聞き逃して、アカウント数をまた教えていただきたいなと。こ

の内訳の１４７万７,０００円のまず内訳を教えていただきたいんですが。 

○小林分科会長 え。 

○のざわ委員 ごめんなさい。１９４万７,０００円の令和５年度決算額の金額と内訳を

教えてください。 

○小林分科会長 どこですか、すみませんもう一度。 

○のざわ委員 すみません。あれ、ＳＮＳを活用した情報発信…… 

○小林分科会長 １９４万７,０００円の内訳ですね。 

○のざわ委員 １９４万７,０００円の内訳でございます。 

○小林分科会長 内訳。はい。 

○のざわ委員 あと、すみません。アカウント数をおっしゃってください。 

○小林分科会長 アカウント数をもう一度。 

○並木広報広聴課長 ＬＩＮＥのアカウント数、お友達登録というものですが、２万１,

９８７人でございます。 

○小林分科会長 よろしいですか。はい。それと。 

○並木広報広聴課長 金額のほうは全て運用保守費でございます。 

○小林分科会長 ＳＮＳのほうですね。 

○並木広報広聴課長 はい。そうです。 

○小林分科会長 １９４万７,０００円はということですね。 

 のざわ委員。 

○のざわ委員 あと、これ複数というか、伺ったことなんで、ちょっと本当かどうか分か

らないですが、区長もＬＩＮＥをされていらっしゃいまして、自分のＬＩＮＥと公式のＬ

ＩＮＥのすみ分けはちゃんとしていますよねというふうに聞いてくれと言われて、いかが

でしょうか。 

○並木広報広聴課長 私どもから送っているＬＩＮＥは、こちらから情報を発信するもの

でございまして、何か相互にやり取りするものではございませんので、多分区長がやって

いらっしゃるのは個人的にお友達とやっていらっしゃるものだと理解しております。 

○のざわ委員 どうもありがとうございます。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。 

 小野委員。 

○小野委員 それでは、（１）の広報千代田についてです。こちら７,２２３万９,７６８

円ということで、こちらの内訳を教えていただけますか。 

○並木広報広聴課長 まず、消耗品費のところで１４８万８,７９５円、また役務費です

ね、全戸配布のところの費用が１，７００、１５７万９４８円でございます。あと、広報

紙を作成する委託料でございますけれども、５,３５６万３,０２５円でございます。 
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○小林分科会長 はい。よろしいですか。 

○中田行政管理担当部長 すみません。今ちょっと一部。 

○小林分科会長 あ、ちょっと待ってください。 

○中田行政管理担当部長 最後に述べた数字につきましては、こちら広報紙の制作にかか

る費用になります。 

○小林分科会長 はい。小野委員。 

○小野委員 はい。ありがとうございます。今、事務事業概要で言うと２０１ページ、２

ページなんですけれども、こちら現在全戸配布、いろんな苦労を乗り越えて全戸配布をす

るということで実現してくださったとは思うんですけれども、現在の配布状況ですね、い

かがでしょうか。ちょっと届いていないというお声もありますので、その辺りについての

ご見解をお願いします。 

○並木広報広聴課長 現在の未投函数ですね。業者のほうから聞いた令和５年度は２件か

ら１９件程度、令和６年、現在は３件程度で減少しているというふうには聞いております。 

○小林分科会長 すみません、そうしたら配布している数、それを言わないとその後が続

かない。 

○並木広報広聴課長 配布している数。ごめんなさい。配布数としては４万３,８５３で

ございます。 

○小林分科会長 はい。それで、その後。 

○並木広報広聴課長 未投函件数は令和５年度は２件から１９件、今年度は３件程度に減

少しているというふうに聞いておりますけれども、やはりいろいろな住居的なそれぞれの

マンションですとか、そういうところでちょっと難しいところがあるようなのは言ってい

まして、あと事業所の名前でポストになっていますと、これは区民の方へ配布することに

なっておりますので、そこはちょっと配布しなかったりとかするようなことがあるようで

す。ですので、もし届いていないようなことがございましたら、こちらでヒアリングをし

て、丁寧に全戸に配布できるようにしていきたいと思っております。 

○小野委員 はい、分かりました。５,２００部ということで、発行部数ですね、５,２０

０部ある中で、実際に全戸配布がされている中で…… 

○小林分科会長 え、違いますよ。 

○小野委員 ほぼ、え…… 

○小林分科会長 ４万３,０００に配布していますよ。 

○小野委員 あ、ごめんなさい。発行部数の話です、私が言っているのは。 

○小林分科会長 発行部数は…… 

○小野委員 ここに書いてあるので事務事業概要に。 

○小林分科会長 ゼロが１個少ない。 

○小野委員 ゼロが１個少ない。 

○小林分科会長 うん。ゼロが１個少ない。（「５万２,０００」と呼ぶ者あり） 

○小野委員 ５万２,０００ですね、じゃあ私今何と言いました。 

○小林分科会長 ５,０００。 

○小野委員 ごめんなさい。失礼いたしました。５万２,０００ですね、発行部数が５万

２,０００という中で、実際にほぼ配れているという状況把握だとは思うんですけれども、
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おっしゃるとおり、多分状況が少し変わってきているように伺います。その辺りはまた丁

寧にヒアリングをしていただいて、漏れがないように極力お願いをしたいというふうに思

います。 

 それからもう一点ありまして、今いろんな工夫をして皆さんが見るのが楽しみになるよ

うな広報紙になっていると思うんですけれども、ロゴについてのご質問というのもありま

すので、ちょっとここでロゴについての考え方というのをお伺いしたいと思います。こち

らで言うと２部ありますけれども、広報千代田のロゴが違います。実際ロゴというのはそ

もそもどんなにほかのレイアウトが変わったとしても、ロゴ自体は常に同じという感覚の

方も多い中で、あえて変えていらっしゃるのかどうなのか、ちょっと分かりかねる部分も

あるんですけど、その辺りをお聞かせください。 

○並木広報広聴課長 今、広報千代田は５日と２０日に発行させていただいておりますけ

れども、５日号は特集号、２０日号は情報号とさせていただいております。特に５日号の

特集号は、皆様に広報紙をより身近に取っていただくために、様々な表紙も写真を使った

りアニメを使ったりというようなところで工夫させていただいているところで、その表紙

に合ったロゴというのも一緒にデザインさせていただいているところでございます。２０

日号は情報号ということで、区の施策とかを中心にやっていますので、こちらはロゴを変

更していない状況でございます。 

○小野委員 はい、分かりました。ご年配の方は新しい広報千代田が出たというふうに思

われた方もいらっしゃるようなので、ロゴというのは意外とインパクトがあるんだなとい

うことを再認識をしました。そういう考えの下でやられているということであれば、実際

にその辺りのところを何かで知ってもらうような機会というのも必要なのかなと思ってい

ますけれども、その辺りについてはいかがですか。 

○並木広報広聴課長 確かにロゴというのはそれが何かというものを示すのにとても大切

なものだと思っております。デザインと分かりやすさというのも今後も考えながら、皆様

に手に取っていただくような伝わりやすい広報紙を作っていきたいと思っております。 

○小野委員 はい。ありがとうございます。 

○小林分科会長 田中委員。 

○田中委員 関連で。今の広報千代田のことに関しまして、現在、タブロイド版でやって

いただいているんですけれども、例えば、私がこの間視察に行った静岡県の伊豆の国市の

広報紙なんですけれども、これは月１回の発行ということなんですけれども、Ａ４判で二

つ穴が空いていて、ファイリングもできるような形になっています。現在、デジタル化と

いうことでデジタルを見ていらっしゃる方もどんどん増えているとは思うんですけれども、

この紙を残すに当たって、費用対効果とか、それぞれメリット、デメリットはあると思う

んですけれども、このような形に変えていくとかも将来的に候補として考えていただけな

いかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○並木広報広聴課長 ありがとうございます。まず、Ａ４判のサイズ、確かに最近自治体

でもＡ４判でされているところをよく見かけております。ですが、ちょっと今、広報千代

田、今のこのタブロイド版のほうでも、もう２０ページという結構たくさんの情報量にな

っておりまして、それをＡ４にさせていただくと、やはりちょっと冊子のように結構厚い

ものになってしまうかなと思っているところでございます。あと、また文字の大きさとか、
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そういうものを考えますと、またページ数なども使っていくのかなというところと、あと

Ａ４サイズですと真ん中を止めていないと、ラックなどに置いてあるときに、持っていか

れるときに中だけがそこに残ってしまうというようなことも度々見ますので、ちょっと今

のところはタブロイド版で進めさせていただきたいなと思っております。 

 あと、デジタルの件でも、確かに情報発信等、そういうものでは、今後はそういうもの

になっていくかなと思うんですけども、やはり紙とデジタルというものを併用していくこ

とで、確かに紙媒体ですと情報量が限られておりますので全ては載せられませんけれども、

逆に今全戸配布しているような中で必ずご覧いただけるのかなと思っております。その辺

をホームページとかデジタルとか、そういうものを合わせて進めていけたらなと思ってお

ります。 

○田中委員 はい。ありがとうございます。最近すごくどんどんまたおしゃれになって、

見やすい紙面になっていると思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 のざわ委員 

○のざわ委員 （４）のパブリシティ活動、これ、事務事業概要の２０８ページでござい

ますが、まず、ここに内容の中に災害対策情報など幅広いということで、災害対策情報、

非常に大切で、まず、令和５年度決算額の６１７万４,２００円の内訳と、あと災害対策

情報が占める割合、金額なのか…… 

○小林分科会長 紙面なのか。 

○のざわ委員 内容なのか、どれぐらい占めているか、もしお答えできるようでしたら、

それぞれお答えください。 

○並木広報広聴課長 まず、内訳のところですけども、主なところでよろしいでしょうか、

全部申し上げたほうがよろしい。 

○小林分科会長 お願いします。 

○並木広報広聴課長 全部、では申し上げます。まず、制作費にかかった旅費のほうが８

万１,８３４円。消耗品費ですね、カメラ等の消耗品費にかかったものが４８万２,５８９

円。あと新聞の記事検索ということで、日経テレコンのほうを入れておりまして、それが

１０万３,１６２円。で、もう一つが広報企画等は４２９万７,１５０円。クリッピングで

すね、新聞のほうを取っておりまして、そちらを全庁向けに関連があるものをクリッピン

グするというところの新聞社との契約が１２０万９,４６５円。 

 以上でございます。 

○のざわ委員 あと、災害対策情報関係のところは情報的なのか、金額的にはどれぐらい

占めていらっしゃるかというのは、お答えできるようだったらよろしくお願いします。 

○中田行政管理担当部長 こちらの経費に関しましてはそういったものは入っておりませ

ん。 

○小林分科会長 入っていませんということです。 

○のざわ委員 経費は入って、え、放送もされていないということですか。経費に入って

いないのはあれかもしれませんけども、災害対策情報は…… 

○中田行政管理担当部長 コンテンツとしてそういった情報を幅広く提供するということ

で、予算の数字としてそういったものが入っているということではないということです。 
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○小林分科会長 先ほどの予算外とあと記事では入っているんですかと。記事は入ってい

ない。 

○中田行政管理担当部長 パブリシティです。 

○小林分科会長 パブリシティ、入っていない。ここに書いてあるけれども。 

○並木広報広聴課長 申し訳ございません。このパブリシティというのはプレスリリース

のことでございまして、区内で何か災害等起きたときにプレスリリースをするためにここ

に災害情報など幅広いというふうに書いてございます。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。 

 のざわ委員。 

○のざわ委員 分かりました。災害対策情報はこれからとっても、いつも申し上げていま

すが、２０２６年３月ぐらいまで非常に大切な重点施策だと思っていますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 あと、次にこれも先ほど誰から確認されたんですかということで、ＬＩＮＥとの区長と

の切り分け、区民の方なんですが、これもちょっと区民の方からお話がありまして、お話

させていただきます。実は２０２４年９月１２日東京新聞で、東京２３区の区長記者会見

について東京新聞が調べたところ、年０回または１回の低頻度にとどまる区が７区、３０.

４％に上がることが分かった。地方自治に詳しい専門家は開かれたくないことにも答える、

説明責任を果たす環境が整っていないんではないかと指摘する。千代田区は１回だと。 

○小林分科会長 何が。主語もお願いします。 

○のざわ委員 区長記者会見です。 

○小林分科会長 記者会見。 

○のざわ委員 区長記者会見が千代田区は年１回ですと。区長会見動画はインターネット

で発信していないと回答して、これは今年の８月上旬に回答した千代田区。記者会見を区

民たちに開かれた場にしようとする姿勢の差が浮かんだと。そういう記事があるんですけ

れども、これでせっかく区長の記者会見年１回というのはどういうことだと。区長はかっ

こいいですし、髪の毛もいっぱいあるんで、私は見たいと、そういう話なんですけど、年

１回にしている、もしくは発信しないと言っているのはどなたなんですかということと、

あと、それを頻度を上げるということはこれからお考えでしょうか。よろしくお願いいた

します。 

○中田行政管理担当部長 先日、本会議でも同様の質問を頂いております。そこでお答え

したとおり、区長の記者会見、ほかにもいろいろな手段がございます。ホームページに掲

載をしたりＳＮＳで発信したりということで、その目的というのが、区民の皆さんに区政

の情報を的確に届けるというところでございますので、そういった様々な手法を総合しな

がら、区民の皆様に分かりやすい情報提供というのに努めていきたいと思います。 

○のざわ委員 ありがとうございます。 

○小林分科会長 いいですか。 

 質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 
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○小林分科会長 それでは、広報費につきましては終了します。 

 お昼でございますので、休憩します。 

午後０時１５分休憩 

午後１時１９分再開 

○小林分科会長 委員会を再開します。 

 それでは、次に、目３、企画財政費、決算参考書２３８ページから２３９ページの調査

です。 

 執行機関、何かございますか。 

○中根財政課長 ございません。 

○小林分科会長 なし。 

 それでは、質疑を受けます。 

○大坂委員 １番の新公会計の整備推進についてお伺いいたします。 

 もう新公会計制度については導入されてから結構年月が経過して一定程度定着したのか

なと思いながら、この予算というのがいつまでつくのかなと思ってみたら、今年度はもう

なくなっているというところで、事務事業概要を見るとなくなっているような感じだった

んですけれども、そうではないですよね。ある程度項目としてはないんですかね。ちょっ

とその辺確認をお願いいたします。 

○中根財政課長 新公会計の整備の推進、５年度まではこの事業で事業を実施しておりま

したけれども、大坂委員おっしゃるとおり、もう平成２６年度決算から始まって、もう新

公会計でもないだろうと。もう定着していますので、ただ、今事業としては、ですので６

の予算からは財務諸表の作成という事業名に変更して、財務諸表を作成するためのいろん

なコンサル経費とか、いろんな経費を２９０万円余の６予算では計上している状況です。 

○大坂委員 ということは、やはり新公会計ではないよと。もう普通の会計制度としてこ

れはもう定着したものなのでというところで切り替わったという認識だと思いますが、そ

の中身の金額的にはほとんど変わらない形で推移をしているようなんですが、実際にその

中身についても変わっていないということでしょうか。 

○中根財政課長 中身につきましては、４年度、５年度につきましては財務会計システム

が変わるという関係上、その財務関係の不測の事態に備えるシステム開発費とかというの

でありましたけれども、６年度につきましては財務諸表を作るための技術的助言を頂くた

めの経費で２９０万円余といった形にもう今後はなろうかと思っております。 

○大坂委員 一定程度定着した中で整備をするに当たっての助言というのがまだ今後も継

続して必要ということになるんでしょうか。もうある程度ノウハウはある中で、庁内だけ

の力で整備ができないものなのかなというところがちょっと疑問なんですけれども、いか

がでしょうか。 

○中根財政課長 一定程度はもう職員のほうでやっぱりできる状態に当然なってきて、ノ

ウハウの職員蓄積も、職員間で注意すべき点とかというのは引き継ぐように今しておりま

す。ただ、やはり各年度、各年度、ちょっとこれはという、どこに仕分けたらいいんだろ

うかとかという部分についても、あと連結についても他団体での連結作業とかというとこ

ろで、やはりちょっとやっぱりノウハウはありますけども、やはり財務諸表というところ

になるとやっぱり一定程度の専門性もありますので、その辺りは今後も、ほぼ職員ででき
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るようになっていますけれども、やっぱり最終的な専門的なところにはやはり専門的な機

関のやはり知見をお借りしたいというふうに思っております。 

○大坂委員 民間企業でいうところの税理士さんにお任せしなければいけない部分の費用

というイメージでいいんでしょうかね。間違いないような形でしっかりと整備していかな

ければいけないので、一定程度の費用がかかってしまうということは、これはもう仕方が

ないことなのかなと思います。一方で、じゃあこの新公会計制度という形のものが定着を

して、それを区政の経営全般に対してどうやって活用していけばいいのかというところも

議論がずっとされてきたと思いますけども、その辺りについての経費というのはここには

入らずにほかのところでしっかりとやっているという認識でよろしいでしょうか。 

○中根財政課長 財務諸表の作成については、おっしゃるとおり、その活用というところ

がやはり重要な、まずは情報公開という部分が一つの側面と、財務諸表を使って経営判断

なり予算編成に生かすというところが二つ目の大きな柱だと思っております。その柱の生

かすというところが、これまでもお答えしているとおり、全国、この財務諸表の作成を推

進している総務省自身もどういう活用方法というところをやっぱりまだ悩んでいる状況で、

今また活用のほぼ１０年間の活動を振り返って、どういう活用ができるかというののまた

検討会のまた作成で、また今中間報告が今後出るという状況です。先進的な自治体もその

中に入ってやっているんですが、そこまでやはり正直なところ活用し切れていなく、どう

いう活用ができるかというのは、私ども総務省の研究会なりのところを参考に、今後その

取組について検討してまいりたいというふうに思っています。 

○大坂委員 当初からこの活用についてはいろいろと提言をさせていただいてきたなと思

ってはいるんですけれども、私個人としては、これ、公会計制度という形で各自治体が同

じようなシステムの財務諸表が出来上がって、それがもう数年間積み上がってきている状

況ではあるので、千代田区だけじゃなくて、例えば近隣区との横の比較だったりだとか、

それも経年見て縦の比較ができるというところが大きなメリットになってくるだろうと思

っていますんで、それに分析をするためには、また専門的な知見だったりとか費用もかか

ってきてしまうところではあるんですけれども、それが全国の自治体で連携しながらやっ

ていけるようになれば、安価で深い分析もできるようになってくるだろうと思っています

ので、今は過渡期かもしれませんけれども、そういった未来を見据えて、しっかりと庁内

でこの新公会計制度の活用をしっかりとやっていくんだというところで進めていっていた

だきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○中根財政課長 大坂委員が今おっしゃっていただきました比較の部分につきましては、

主要施策の成果で申し上げますと、１１６ページのところから、おっしゃっていただいて

いる、他団体との比較の部分については１１６ページ以降で、このような視点で、指標で

比較をして千代田区の財産の状況についてお知らせしている状況です。その辺のやっぱり

予算編成の有効活用という部分につきましては、もうおっしゃるとおり、有効活用を何と

かできる方法というのは、総務省の研究会、他団体の事例等を参考にして、どんなことが

できるかというのは改めて考えてまいりたいと思っております。 

○小林分科会長 いいですか。 

 質疑を受けます。ここの３、企画財政費です。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 
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○小林分科会長 はい。では、企画財政費は終了します。 

 ４、次、会計管理費、２３８ページから２３９ページ。 

 執行機関、説明はありますか。 

○大矢会計管理者 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。はい。 

 質疑を受けます。 

○小野委員 ３の区有財産管理についてお伺いいたします。 

○小林分科会長 ちょっと待って。 

○小野委員 ごめんなさい。２３８ページ、会計か。 

○小林分科会長 会計。 

○小野委員 あ、失礼いたしました。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、会計管理費は終了します。 

 次に参ります。５目、施設経営費、２３８ページから２３９ページ。 

 執行機関、説明ありますか。 

○佐藤施設経営課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。質疑を受けます。 

○小野委員 １２３ページなんですけれども、２３８ページの区有財産管理ですので、事

務事業概要が１２３ページということでお願いいたします。 

○小林分科会長 １２３、１２５、６ですね。どうぞ。 

○小野委員 そうですね。はい。ありがとうございます。 

 まず、公有財産についても細やかにまとめてくださっていて、毎年行政財産と普通財産

というところで異動があるかなというふうに理解しております。こちらの所管ですと、基

本的には普通財産になるとは思うんですけれども、今回、旧練成中学校が行政財産への区

分変更がされていたりとかしているかと思うんですけれども、ちょっとその辺りのところ

についてお伺いしたいと思います。何かしらの使途の目的とかあって変えられたのかなと

思うんですけど、いかがでしょうか。そういう意味で言うと、旧練成中と西神田コスモス

館の一部ですね。ちょっと一部というのがコスモス館ではどこのことなのかが分からない

んですけれども、ちょっとその辺りについての補足の説明をお願いいたします。 

○夏目財産管理担当課長 今ご質問いただきました普通財産と行政財産の異動というとこ

ろで、ちょっと西神田のほうはすみません、ちょっとお調べをしたいんですが、まず旧練

成中学校についてなんですが、これまで旧練成中学校についてはアートスクエアを運営し

ておりまして、そちらについては民設民営ということで普通財産として運用をしておりま

した。今回行政財産になりましたのは、一旦大規模改修が入りますので、アートスクエア

としての運用は止まるんですが、その間に一部の施設を区として貸出しをするということ

で、その目的が行政目的ですので行政財産に置き換えたという、そういったことになって

おります。西神田のほうは、ちょっとすみません、お調べをさせていただきたいと思いま

す。 

○小野委員 はい。ありがとうございます。昨年は例えば旧永田町小学校が財産区分が変
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わったりとかしたと思うんですけれども、いわゆる低未利用地も含めて使い方というとこ

ろではいろんなご意見とか状況が区民にちょっと見えにくい部分もあって、いろんなご質

問をお寄せいただくことが多いと思うんです。今、公共整備等総合管理方針、こちらを改

定をされるということで、今年度は様々な取組をされていて、それに係る予算の執行率９

４.９％ということで今回挙げてくださっています。その中で、実際に本方針の改定後の

運用管理として施設状況を公表するとともに、施設の適切な維持管理に向けた基礎資料と

して活用していきますということで書いてあるんですけれども、令和７年度に何かしらこ

ういう一覧が全て発表されるという捉え方でよろしいでしょうか。 

○夏目財産管理担当課長 公共施設等総合管理方針、今、改定作業中ということで、今そ

の点をご指摘を受けたかと思います。主要施策の成果１０１ページをご覧ください。こち

らのほうは公共施設等総合管理方針の改定ということで、この方針というのが区有施設で

すとか都市基盤施設の管理の方針を示すということで、まずこちらにも記載していますけ

ども、平成２９年３月に現行の方針を策定しました。その後、社会情勢の変化、それから

国等の指針の改定を受けて、現在、令和５年度、６年度、今年度も含めて改定作業をして

いるところです。こちらの方針については、改定に当たって、現在ある施設の中期的な修

繕の見込みですとか、改修の見込みというのを書き込む予定なんですが、そちらのほうを

全ての施設について今後１０年程度の改修の予定を記載をして、あるいはできれば今年度

中に計画改定を終えて公表したいというふうに考えております。 

○小野委員 はい。ご説明ありがとうございます。発表を待つということで承知いたしま

した。そこに多分整備計画も含めて詳細が記されていると思いますし、また予算の頃には

大方が見えてくるのかなというふうに理解をしたいと思います。 

 ちょっと細かいことでお伺いしたいんですけれども、富士見二丁目広場用地が外濠公園

に編入されて、今後は都市公園法に基づくというのが書いてあるんですけど、これ、すみ

ません、ちょっとどういうことなのかよく分からなくて…… 

○小林分科会長 それは何ページですか。 

○小野委員 あ、ごめんなさい。これは意見書のほうです。意見書の２１ページですね。

行政財産なんですけれども、ちょっとここを少し教えていただけると。 

○佐藤施設経営課長 そちらの場所でございますけれども、もともとは飯田橋駅の線路際

というところで児童遊園として使っていたというところがございます。そこの手前の部分

で、富士見街といったところで飲食店があったというところがございます。で、サクラテ

ラスでしたっけ、あそこの再開発の中でそこの整理を行ってきたというところがございま

す。一方で、そこの場所が江戸城外堀史跡になっているというところがございまして、児

童遊園としての現状変更、土をいじるのがなかなか難しいというところがございまして児

童遊園を廃止いたしました。そしてちょうど飯田橋駅の西口のほうなんですけれども、そ

の先の部分が外濠公園として線引きがかかっていますので、そのエリアを広げて、そこの

部分を外濠公園のほうに含めたというところの経緯でございます。 

○小野委員 はい。理解しました。ありがとうございます。 

○小林分科会長 いいですか。 

○小野委員 はい。以上で結構です。 

○小林分科会長 はい。 
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 ほかにございますか。２３９ページです。 

○のざわ委員 決算参考書の２３８ページ、１の公用車等維持管理費、こちらのご質問を

させていただきます。事務事業概要の１３２ページ。 

○小林分科会長 １３２ページ。 

○のざわ委員 特に、私はタクシーチケットのご質問をさせていただきます。令和５年の

決算額、この４,３３２万８,５４０円のうち、タクシーチケット、イの使用にタクシーチ

ケット関係は幾らで、内訳は幾らでしょうか。 

○佐藤施設経営課長 タクシーチケットでございます。令和５年度予算が２４０万円でご

ざいまして、決算、使用した金額ですと１５４万１,１１０円でございます。 

○のざわ委員 この内訳で、これ手数料とかというのはありますか。それとも全部交通費

ですか。１５４万１,０００…… 

○小林分科会長 ちょっとタクシーチケットはどういうものか説明して。 

 施設経営課長。 

○佐藤施設経営課長 タクシーチケットのほうなんですけれども、実際に乗ったときに、

誰が、乗った人間が氏名を書いて、どこからどこまでの間で幾ら金額がかかりましたとい

うのを自分で書いて運転手さんにお渡しして領収書を頂くというところになりますので、

そこの部分のチケット自体は購入している部分がございますけれども、それを積み重ねた

部分の金額をお示ししているというところでございます。 

○のざわ委員 そうするとタクシーチケット、まずこれも現金に近いんで、一応ご確認で

すけど、今のお話ですと、タクシーチケットのどの部署で何枚誰が何に使ったというのは

帳簿上で管理されていて、タクシーチケットの場合は諸手数料というのが発行のときにか

かったりする可能性があるんですが、そのところはないという、手数料のかからない車を

使っているという、そういう理解でよろしいんでしょうか。帳簿があるということと手数

料のかからない車の会社のを使っていらっしゃるのか。 

○佐藤施設経営課長 具体的に申し上げますと、楽天のタクシーカードといったものを使

っておりまして、手数料等はかかっていないというものでございます。タクシーチケット

につきましては一元的に施設経営課のほうで管理をしておりまして、各課必要なときに申

請をしていただいてお渡しをすると。で、使ったものについてはチケットを渡して切れ端

というか耳がついていまして、控えみたいな形なんですけども、そこを書いたものを出し

てくるというような形での管理をしているというところでございます。 

○のざわ委員 タクシーチケットを非常に精緻に管理はされていらっしゃるとは思うんで

すが、まず、先日ＰＡＳＭＯのお話で、ＰＡＳＭＯを１人１枚で個別管理をご検討いただ

けるような方向のお話もあったと思うんですが、タクシーチケットもＰＡＳＭＯの形に変

えるというのは、そうすると一元管理しやすくなるんじゃないかなと思うんですが、そう

いう考え方はいかがでしょうか。 

○佐藤施設経営課長 実態的にはＰＡＳＭＯのように日常的にタクシーに乗るというのが

非常に少ないという部分がございます。荷物の運搬、人が移動の場合ですと庁有車もござ

いますので、そういったものを活用しているというところがございますので、実態として

区内を移動したりという中でそんなに多く使っていないというところでございますので、

今後検討という部分はあろうかと思いますが、現状といたしますと、チケットで事足りて
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いるかなというふうに思っております。 

○小林分科会長 今の質問は違う。ＰＡＳＭＯというのはタクシーも当然乗れるでしょ。

そうすると、ＰＡＳＭＯみたいな、ＩＣ交通系のカード１枚でタクシーチケットの代わり

もできるから、そういうわざわざタクシーチケットを管理する用がなくなりますねという

ことだと思うんですけれども、その辺、交通系のそういうので一元化することはあります

かという話です。 

○夏目財産管理担当部長 今、分科会長からも整理いただいたご質問の内容が、恐らくＰ

ＡＳＭＯであればタクシーも乗れるし鉄道も利用できるということで、ＰＡＳＭＯの一元

管理のほうがいいんじゃないかという、そういう話と受け止めました。これ、旅費の話に

もなるんですが、まずタクシーを使う場合はやはり高額になりがちです。恐らく鉄道の場

合は東京メトロであれば百七十幾らとかということなんだと思うんですが、タクシーを使

うと１回で１,０００円、２,０００円あるいは３,０００円とかいってしまう。そうすると

ＰＡＳＭＯに入れる金額、チャージをしていく金額も大きくなりますので、そういった意

味では管理が難しい、難しいというか、管理に神経を使わなきゃいけなくなるというとこ

ろもありますし、万一紛失したときに、当然そこは職員に弁償等を求めることになるんで

すが、そこも高額になるということで、過去そういった検討が内部では行われてはいるん

ですが、そのときに見送ったという経緯がございます。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

○のざわ委員 はい。 

○小林分科会長 はい。それでは、質疑を受けます。 

○のざわ委員 次は決算参考書の２３８ページ、2、本庁舎管理、該当箇所は…… 

○小林分科会長 １２８ページ、事務事業概要。 

○のざわ委員 １２８ページでございます。令和２年でＰＦＩ事業が終了しましたという

ことで、そこから国と区の連名によって個別契約に基づいて本庁舎の維持管理が行われて

いるということで、ＰＦＩのときと様子が変わる中で、そこから３年間運用を行っている

んですけども、ＰＦＩのときにはよかったこと、悪かったことの確認と、これから課題の

対策でよりよくするような、運営管理をよりよくするような対策というのはどのようにさ

れているか、教えていただけたらと思います。 

○佐藤施設経営課長 ＰＦＩ事業の際の運営管理といった部分でございますけれども、や

はり全体的に全て含んでやっているというところがございますので、情報の伝達等が非常

にしやすかったという部分がございます。一方で、単独の建物で単独の管理者という形で

あれば、それぞれの業種・業態によってそれぞれ対応していくという部分がありますので、

ある意味よりきめ細やかなという部分があったのかなというところがございます。ただ、

ＰＦＩが駄目だということではないんですけれども、まるっと総括的な部分がありますの

で、そこをより一層丁寧な形が必要だったかなというふうに認識してございます。一般的

な管理の形で今やっているところでございますけれども、この建物自体が国との合同庁舎

になっているというところがございます。庁舎、建物全体に係る部分については国、財務

省になりますけれども、そこが一元的に行っていると。そのほか個別の部分については区

のほうで行っているというような形になっていますので、事務的にちょっとそこの部分が

煩雑になってきている部分があるかなというところがございますけれども、ただ、運営自
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体で大きな支障があるとか、そういったことではないというところでございます。 

○小林分科会長 はい。のざわ委員、よろしいですか。 

○のざわ委員 ありがとうございます。 

○小林分科会長 はい。２３８、施設経営費、質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは終了します。 

 次に参ります。目６、情報処理費、決算参考書２４０ページから２４１ページまで。 

 執行機関の説明、ございますか。 

○吉田情報システム課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。それでは、委員からの質疑を受けます。 

○米田委員 ４番の情報セキュリティ対策の推進です。ただ２番の総合住民サービスとか

全庁ＬＡＮのところにもセキュリティがありますので、少しかぶるところがありますけど、

分科会長、よろしいですか。 

○小林分科会長 はい。まとめてお願いします。 

○米田委員 はい。すみません。 

 セキュリティ対策から言います。令和５年度もずっとやっていただいているんですけど、

令和５年度事務事業概要にも書いていますけど、どのようなことを行ったか改めてお示し

いただけますか。 

○吉田情報システム課長 それでは、情報セキュリティ対策の推進の中で行った研修等々

をご説明させていただければと思います。まず研修につきましては、個人情報保護の適正

な取扱いと情報セキュリティ対策への理解促進として、集合研修と動画を視聴する形での

研修を実施しております。集合研修では各課１名程度出ていただきまして５０名程度が参

加。動画視聴は約１か月間を取って、合わせて１,０８９名が受講する研修となってござ

います。研修後には理解度確認テストも実施したところでございます。 

 続きまして、それ以外にもセキュリティ対策として監査のほうを行ってございます。令

和５年度外部監査を実施しております。個人情報保護法改正を踏まえて、個人情報ファイ

ル簿を作成している部署のうち、要配慮個人情報を取り扱う２３部署の外部監査を行いま

した。結果といたしましては、個人情報の目的外利用申請手続や情報資産の持出し記録台

帳の管理は浸透しています。また、個人情報を取り扱う委託契約について、個人情報保護

特記仕様書、誓約書も浸透している一方、ＬＧＷＡＮ側の共有フォルダ内に２０年前から

の個人情報を含むファイルが見受けられたというような状況がございました。この辺りに

つきましては、電子文書のライフサイクル作成・取得から廃棄までのルールが現時点で未

整備のところがありますので、今年度情報システム課がガイドライン等作成に向けて検討

しているところでございます。 

 それから、昨年度は委託先の監査も実施しております。監査の先としては、区の情報の

取扱いが多い全庁ＬＡＮシステムを保守管理している事業者と総合住民サービスの保守管

理をしている事業者、この２者を委託先監査としてやっております。まず、全庁ＬＡＮシ

ステムの事業者ですけども、今回が初めてとなりますので、スモールスタートとして文書

による点検を実施しております。監査内容としては、再委託先の管理状況ですとか、シス

テムを管理するためのアカウントの管理状況を重点的に管理いたしました。運用保守体制
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図について再委託事業者が記載されていない。また、委託事業者のアカウントが共有利用

されており不適切というような状況が見受けられましたので、今年度再監査を行う予定で

おります。総合住民サービスの保守管理をしている事業者については、特段の指摘はなか

ったということでございます。 

 それから、インシデント訓練等をやっておりまして、様々な研修等を行っているという

ようなところでございます。 

○米田委員 全般的に言っていただいて、ありがとうございます。基本的に一つ一つやる

のも時間があれなんですけど、セキュリティ対策として職員と研修をやっていると。ハン

ドブックを配りますよね。このハンドブックの活用についてどのように活用しているか、

お聞かせ願えますか。 

○吉田情報システム課長 情報システム課では、情報セキュリティポリシーの対策基準と

いうことで詳細なセキュリティの対策基準をまとめておりますけども、それを分かりやす

いようにこういった冊子でセキュリティハンドブックのほうを職員の皆さんに配付してい

るところです。これにつきましては、先ほども申し上げたような、情報セキュリティの研

修の中でこういった情報セキュリティハンドブックにまとまっている身近なセキュリティ

対策等々を動画で流すなど、身近なセキュリティ対策というものを感じてもらうための資

料として皆さんに配付しているというものでございます。 

○米田委員 さっきも課長から言ってもらったように、千何名に受けていただいたと。こ

れは大変僕は評価に値すると思っています。今後も毎年じゃないですけど、そういった研

修をしっかりやっていっていただきたいなと思っております。 

 全庁ＬＡＮのリプレースを終えて、激甚対応システムということで訓練もされていると

伺っております。この場合、データセンターと回線が切れたときでも区の非常電源で立ち

上げることができると伺っております。ただし、これには手慣れた方とか、非常にノウハ

ウがいると思います。そういった方の対応というのはどのようにやっていますか。 

○吉田情報システム課長 災害でデータセンター等々の通信が切れてしまった場合に、Ｌ

ＧＷＡＮ側の環境に入るようなことができなくなってしまうため、ＮＴＴと、あ、運営事

業者ですね、全庁ＬＡＮを運営している事業者と一緒にそういった災害時でも業務が継続

できるような訓練というのは年１回実施しているところでございます。 

○米田委員 年１回やっていただいていると。安心できるんですけど、これスキルがいる

と思いますので、約何名ぐらい受けて何名ぐらいこの対応をできるかという、人数があれ

ば教えていただきたい。 

○吉田情報システム課長 これにつきましては、職員のほうは情報システム課の職員が対

応しているというのみでございます。 

○米田委員 何名ぐらい。 

○吉田情報システム課長 前回の数は覚えていないですけども、５人とか、そういうレベ

ルかとは思います。 

○米田委員 できるだけこの数をやたらめったら増やしていいというものではございませ

んけど、いざというときのために、情報システム課でこの対応できる人数を増やしていた

だきたいなと思っております。 

 あと、インシデント訓練もやっていると伺っております。これ、大きな影響が出そうな



令和 6年10月 3日 予算・決算特別委員会 企画総務分科会（未定稿） 

 ３６ 

ときに情報システム課に連絡が行くようになっていると思います。これには職員の方々の

いわゆる風土、体質というか、何かあったときに上司に報告する。この風通しのいい環境

が必要と思っております。この環境整備についてどのように取り組んでいますか。 

○吉田情報システム課長 情報セキュリティのインシデントが発生した場合には情報シス

テム課に通報するという仕組みが出来上がっております。昨年ですけども、軽微なインシ

デントが１３件発生しております。簡単に言いますと、封入・封緘の入れ間違いですとか、

メールの誤送信、あとは紛失ですね、申請書の紛失等ありまして、こういったものが１３

件ほど上がってきております。こういう情報につきましては、やはり上げていただかない

と、もし隠してというんですかね、というときに、言い方があれですけれども、ばれてし

まったというときの情報の、何というんでしょう、区の信頼というものが非常に大きく落

ちることになりますので、こういったものはなるべく小さなものであっても情報システム

課に上げてくださいということは周知しているところでございます。 

○米田委員 その１３件の中であまり大したことなかったとは思っていますけど、その中

でもやっぱり中レベル、高レベルになってくるといろんな問題に発展しますので、今、課

長が言ったように、そういったことを相談していく、相談されるような課になっていかな

いといけないと思います。そのための組織風土をつくることが大事なんですけど、その組

織風土をつくる上での今の状況というふうなのはできているかというのは、もう一回聞か

せてください。 

○吉田情報システム課長 インシデントの情報が上がってきたときに、必ず情報システム

課のほうが現地の職場に伺って、どういう状況で発生したかですとか、その事務をこう見

直せば今後発生しないんではないかですとか、様々なインシデントが発生した職場の支援

等を行っております。そういったことを続けていくことで、やはりこういうものを発生し

た場合にも情報を出していただいて、組織としてインシデントに対する対応を取っていく

ということが大切だろうと思っております。 

○米田委員 組織風土をちゃんとつくっていっていただければと思います。 

 あと、情報セキュリティのサプライチェーン、今、課長もさっきおっしゃっていただき

ましたけど、いわゆる指定管理とか小・中学校とか委託先とか、さっき情報を扱っている

ところと言っていましたけど、そういうところの、いわゆるセキュリティ対策が非常に重

要と思っております。このセキュリティ対策の中で疑似攻撃を仕掛けてやっていると伺い

ました。その中で引っかかったところの者、何者引っかかったか。それ、何者引っかかっ

たうちの危険性、どれだけかというのがあれば教えていただければ。 

○吉田情報システム課長 委託先ですとか指定管理者のホームページに危険性の診断を毎

年やっておりまして、ちょっとすみません、すみません、今、ちょっと数のほうがすぐ出

ないので、すぐ調べて回答させていただければと思いますが。 

○小林分科会長 後ほどでいいですか。 

○米田委員 いいです、いいです。 

○小林分科会長 はい。引き続き、どうぞ。 

○吉田情報システム課長 診断のほうをしておりまして、結果として、やはりまだ脆弱性

のあるものも一定数残っているというような状況がございます。 

○米田委員 その中で危険性というのがあると思うんです、低い、真ん中、高い。この診
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断もしっかりしていかないといけないと思います。恐らく改善要求もされていると伺って

おります。改善要求に対して改善されているかという結果報告も必ず受けているかと思う

んですけど、その報告は必ず受けていますか。 

○吉田情報システム課長 毎年やっておりまして、改善されたものは改善したということ

での報告が上がってきますので、その辺は毎年、どんな状況かというところは全て確認し

ているところでございます。 

○米田委員 改善されていないところ、こういったところに対しての対応はどのようにな

っていますか。 

○吉田情報システム課長 委託先であったり指定管理者、相手方がありますから、その施

設を管理している、また委託をしている所管課と連携しながら、できるだけ対応していた

だきたいということは伝えているというような状況にとどまっています。 

○米田委員 今後はしっかり対応してもらうようにお願いだけじゃなくて、何らかの対策

を取るのも必要かなと思います。その中で、費用はかかるところもありますから、そうい

った費用も含めて何らか考えていくべきかなと私は思いますけど、その辺、いかがですか。 

○吉田情報システム課長 技術支援、技術の相談とかというのはこちらで受けられるかな

と思っております。ただ、ホームページなり、そういったものは相手方の持ち物になりま

すので、そこに対する財政支援というのは今後どうしていくかというのは検討しなければ

ならないのかなとは思っております。 

○米田委員 結構大事なところなので、結構やられるときというのは、役所がやられるん

じゃなくて、取引先、委託先から入ってきます。この辺の対策はしっかりやっていただき

たいなと思います。 

 もう最後にしますけど、今後、ＤＸ、どんどん進めていきます。そのイコールで危険性

も増してくると思います。こういったことに対して、電子文書のファイルの取扱い、様々

な取扱い、相当ちゃんとやっていかないといけないと思います。これは基本的にやられな

いことが大前提ですけど、やられることも想定しないとならないと思います。このやられ

ることに対してのリスクに対して、どのように取り組んでいますか。 

○吉田情報システム課長 これまでのシステムについては、いわゆる境界の内側について

は安全だということで、境界から外に出る、インターネット側に出る境界防御型のセキュ

リティというのが一般的でしたけども、これからはそういった境界内でも危ないよという

ことで、ゼロトラストセキュリティという概念が出てきております。区のほうも将来に向

けたこのゼロトラストセキュリティ、一切のものを信用、信頼しないで全てのアクセスす

る者に対してＩＤ管理を行ったりですとか、その職員がアクセスできる情報資産をどこま

でにするかだとか、そういったものを管理していきながら情報資産を守ったりだとか、セ

キュリティというのを守っていく、将来的にはそういう考え方を持って環境をつくってい

く必要があるんだろうなということで考えてございます。 

○米田委員 もう最後にします。そういったことの取扱いに対して明文化はしていくのは

重要だと思うんですけど、ここはガイドラインを作って、しっかり皆さんと共通で取り組

んでいくということが大事だと思いますけど、最後、お答えいただけますか。 

○吉田情報システム課長 今、リプレースは終わって、今、運用しておりますけども、ま

た次期リプレースに向けて様々な検討を今進めているところです。そういった中では、次
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のリプレースに向けて、どういう働き方があるのか、どういうワークスタイルなのか、あ

と環境があるのか、あとはセキュリティ面、様々検討しなければならないと思いますので、

そういった中で、現在、職員の皆様が全庁ＬＡＮで不具合に思っているようなことを取り

上げたりですとか、あとは情報システム課として課題となっている情報資産、そういった

ものをどうやって守っていくかというところについて、ガイドライン等々を作成して、議

会の皆様、職員の皆様に見ていただいて、ご意見を伺いながらいいものを作っていきたい

と考えております。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

○米田委員 はい。 

○小林分科会長 はい。質疑を続けます。 

○田中委員 ２４０ページの情報処理費、１、全庁ＬＡＮの運営のところで、事務事業概

要の１１２から１１３ですね。こちらで、テレワークの拡充を目指してというところがあ

るんですけれども、現在の千代田区役所のテレワークの状況を教えていただけますでしょ

うか。 

○小菅デジタル推進担当課長 こちらは予算・決算上につきましては、今ございましたと

おり全庁ＬＡＮの運営のほうで行っていますけれども、リモートワークの推進につきまし

てはデジタル推進担当課長のほうで行っておりますので、私からご答弁申し上げます。 

 ただいまご質問としましては、今年度のリモートワークの推進状況と実施状況というこ

とでご質問いただいたかなと思います。昨年度までにつきましては、一部の職員に限って、

具体的に申しますと２００台、２００ライセンスの中でリモートワークのほうを推進して

おりましたけれども、今年度につきましてはその環境を拡充をいたしまして、台数としま

しては２００台なんですけれども、ライセンスにつきまして拡充、環境を見直しまして、

実施したい職員につきましては、申請に基づきまして、１,０００人、同時接続数は１０

０という制限はあるんですけども、その枠の中であればどの職員も基本的には実施できる

というような環境になってございます。 

○田中委員 それは正職員の方に今限っていることなんでしょうか。それとも派遣とか、

任期付職員の方とか、そちらはどうなっているでしょうか。 

○小菅デジタル推進担当課長 ただいま試行実施という形で行っておりまして、現在は正

規職員というところに限ってございます。 

○田中委員 はい、分かりました。ありがとうございます。 

 現在、先日ニュースが出たと思うんですけれども、アマゾンが、全世界のアマゾンに対

して、来年の１月からテレワークを廃止して週５日の出勤ということを発表して、これが

１５０万人以上のフルタイム及びパートタイムの従業員に適用されるということなんです

けれども、これがほかの業界、流通業界だとか金融業界などにも広がっているという世界

的な状況がある中で、今後の千代田区のテレワークに対する考え方というのはどうなって

いくのか、そこら辺のところを、もしご見解がありましたらお願いいたします。 

○小菅デジタル推進担当課長 ただいま委員からございましたとおり、民間企業のほうで

テレワークやリモートワークのほうが少し縮小傾向にあるというところにつきましては、

様々な民間の調査ですとかアンケート結果のほうを我々も把握をしております。一方で、

その出勤のほうに戻っているところにつきましては、やはりコミュニケーションのところ
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が課題になって、必要だというところで戻っているというのは把握しています。また、そ

れに合わせて、じゃあ、全てが在宅か、在宅じゃない、出勤かというと、ハイブリッド、

在宅でやる者、それから出勤する者といったようなニーズが高まっているというところも

一方では把握しているところでございます。区としましては、魅力的なこの職場環境、多

様な制度を充実していくことで人材確保につなげるといったところですとか、あとはＢＣ

Ｐのところで、この自宅でも仕事ができるという環境を整えていくということは非常に重

要だと思っていますので、この民間企業も含めて、社会情勢を注視しながらにはなります

けれども、基本的にはリモートワーク環境実施というところは推進していきたいというと

ころは考えてございます。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 質疑を受けます。 

○のざわ委員 決算参考書２４0、５番のＷｉ－Ｆｉ環境の整備・運用について、それで

事務事業概要の１１５ページです。 

 それで、ここで、令和５年度決算で１,００８万２,１８０円と、令和６年度当初予算で

も１,１３７万９,０００円という形で数字を出していました。私、このＷｉ－Ｆｉ環境の

整備は非常に大切で、災害のときにもどこまで行けるか分からないんですが、それも踏ま

えまして非常に必要だと思っていますので、この整備・運用は必要だと思っている中で、

今までの効果測定に関しまして、どのようにされていまして、そして、今後、よりよいも

のにするためにどのようにお考えになっていらっしゃるか教えてください。 

○吉田情報システム課長 Ｗｉ－Ｆｉ環境整備・運用につきましては、３課にまたがって

事業のほうを実施しているところでございます。この情報処理費に載っているものにつき

ましては情報システム課が管理しているＷｉ－Ｆｉでして、区有施設２０か所のアクセス、

Ｗｉ－Ｆｉを管理しているというものでございます。Ｗｉ－Ｆｉのこれからの取組ですけ

ども、もちろん利用実態というものを詳しく見ていかなければならないという中で一部、

東京都などからは、一度設定すると常にＷｉ－Ｆｉにつなぎ続けられるオープンローミン

グというような仕組みの案内なんかも来ておりますので、そういったところもトータルで

検討して、今後、Ｗｉ－Ｆｉをどうしていくかということは考えていかなければならない

んだろうというふうに考えているところでございます。 

○のざわ委員 ありがとうございます。 

○小林分科会長 はい。質疑はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

 それでは、情報処理費は終了、終わります。 

 次、参ります。 

 目７、災害対策費、決算参考書２４０ページから２４３ページの調査です。執行機関か

ら説明はございますか。 

○山下災害対策・危機管理課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。はい。 

 委員から質疑を受けます。 

○のざわ委員 決算参考書２４２ページ、６番、情報連絡網の整備、事務事業概要２３６
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ページです。 

 ここに、屋外スピーカーの件は、先日、企画総務委員会で聞こえにくい声がある中で対

応されていらっしゃるというお話は踏まえたんですけども、それを踏まえて、もしよろし

かったら、ここは、今、やっぱり災害等でもやっぱりドローンを使ったいろんな運搬、放

送等々もされていますので、ドローンを使った、その無線を考え、検討されるのはいかが

かと思いますが、どうでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 委員ご指摘のドローンを使った災害対策につきましては、

いわゆるカメラによる現場の情報収集であったり、あと物品の搬送であったり、また委員

のおっしゃったような放送設備を使う、ドローンにスピーカーを使うことで、いろんな場

所で情報を周知するというような点がございますが、現状、千代田区という地域が非常に

人口密集地域というか、そういった点がございまして、ドローンを、端的に言ってしまう

と人がいる上にドローンを飛ばすことができないというような状況がございますので、今

後の航空法の法改正等も見据えながら調査研究を続けていきたいと考えております。 

○小林分科会長 すみません、現状ではドローンは飛ばせないんですか。 

○山下災害対策・危機管理課長 人がいるところの上では飛ばせません。 

○小林分科会長 ドローンは飛ばせないそうです。 

○のざわ委員 はい、どうもありがとうございました。 

○小林分科会長 のざわ委員、よろしいですか。 

○のざわ委員 はい。 

○小林分科会長 質疑を続けます。受けます。 

○入山委員 防災訓練について伺います。２４０の、２２５、主要施策の１０５なんです

けども、一般質問なり、いろんなところでお話をさせていただく中で、区の災害対策とし

て、千代田区地域防災計画、千代田区国土強靱化地域計画、千代田区災害対策事業計画

等々ある中で、自助・協助・公助という中で、避難所訓練、それ以外にも防災訓練をやら

れている中で、避難所訓練、特に９地区で行われているということで、今、この予算で、

執行率が７４.６５、予算の内訳をちょっと教えていただけますか。 

○小林分科会長 はい。内訳をお願いします。 

○山下災害対策・危機管理課長 すみません、少しお待ちいただいてよろしいでしょうか。

数字確認します。 

○小林分科会長 少しですか。 

○山下災害対策・危機管理課長 はい、少しです。 

○入山委員 これだと、２,５００。 

○小林分科会長 １,４２６万５２０円になっています。 

○山下災害対策・危機管理課長 そうです。その詳細が要るかなと。 

○小林分科会長 休憩します。 

午後２時１２分休憩 

午後２時１５分再開 

○小林分科会長 それでは、再開します。 

 ご答弁をお願いします。課長。 

○山下災害対策・危機管理課長 決算額１,４２６万円余りとなっていますが、そのうち
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防災訓練等包括支援業務としての委託料が１,３２０万円でございます。 

 より細かく説明させていただきますと、まず、千代田区の消防合同水防訓練会場設営業

務が１４７万余り、「ベビーキッズ防災講座」実施業務８万８,０００円、そのほか千代

田区防災訓練等包括支援業務といたしまして、総価契約の包括支援業務が９５万、災害対

策本部運営訓練が２６４万、その他、避難所運営協議会の実施が単価約１０万円で１３回、

避難所防災訓練支援業務が単価３２万円で１０回、地区別防災訓練単価２２万円が２回、

地域防災リーダーの育成、単価４０万余りが１回、地区防災計画の普及啓発及び策定支援

が１０万円、４回、災害対策本部運営訓練の班別訓練が単価契約５７万７,５００円、災

害対策本部運営訓練の基礎訓練が１１７万円となっておりまして、総額で１,３２４万９,

９４０円となっております。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。 

 入山委員。 

○入山委員 そうしますと、これは委託でよろしいんでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 はい、委託でございます。すみません、災害対策・危機

管理課長、委託でございます。 

○入山委員 委託の会社は何年ぐらいやられている会社ですか。 

○山下災害対策・危機管理課長 昨年度まではプロポーザルでやっておりまして、３年間

実施して、継続的に実施しておりました。 

○小林分科会長 今年は。 

○山下災害対策・危機管理課長 今年からはまた。 

○小林分科会長 また別になって、この３年だけ、去年は３年の最後の時間。はい。とい

うことです。 

○入山委員 そうしますと、来年度から変わるかもしれない。 

○小林分科会長 変わった。 

○入山委員 変わらないかもしれないと。 

○小林分科会長 変わった。 

○入山委員 ということだと思うんですけども、訓練の方式、特に避難所訓練なんですけ

ども、避難所防災訓練ですね、について、実動訓練、図上式訓練、講座式訓練というよう

な三つの訓練。ざっくりでいいので、ちょっと説明を。これは説明、書いてあるね、書い

てありますね。すみません、じゃあ、実動訓練といっても、本当に物を見せるというよう

な訓練というようなイメージ、本当の訓練をやっているわけではないということでよろし

いですよね。 

○山下災害対策・危機管理課長 実動訓練といたしましては、主に物品、資機材の実際に

組み立てたり、使用してみたりという、そういったところを主眼に置いて実施しておりま

す。 

○入山委員 はい。ありがとうございます。実動訓練といえども、組み立てるのは実際の

方たちが組み立てるわけではなく、その会社の方が組み立てたものを見せているような、

僕も何個か避難所訓練、いや、ちょっと見させてもらっているんですけども、そういった

イメージなんですけど。 

○山下災害対策・危機管理課長 いわゆる防災フェア方式の場合は、組み立てたものを見
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せて説明をするだけなんですが、実動訓練におきましては、区民の方も一緒に組み立てて

おります。 

○入山委員 はい。ありがとうございます。分かりました。そうしますと、じゃあ、その

三つの方式があるという中で、これは誰が選ぶんでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 避難所運営協議会におきまして、災害対策・危機管理課

が一応ご提案はするんですが、最終的に決めるのは運営協議会の皆様ということになりま

す。 

○入山委員 この三つの方式しかないのか、それとも、もっと自由にこうしたいんだよと

いうような意見はありましたか。 

○山下災害対策・危機管理課長 様々な意見いただいておるんですが、やはり運営業者の、

運営事業者に関しましては他の自治体でも様々な実績を持っている業者ですので、そうい

ったところで最大公約数的に三つになったというふうに考えております。その中で避難所

運営協議会の皆様からの意見をなるべく取り入れながら実施しておるような次第です。 

○入山委員 ぜひ、いろんなご意見を頂きたいなと思ってはいるんですけども、なぜこれ

を聞いたかというと、やっぱり実際にいろんなものを動かしたいと、いろんなものを組み

立てたいと。時間もかけてもいいのでやりたいという地域が実際にあるんですね。その中

で、若手の方とかがあんまり出ていないというイメージがあるというのと、あと固定した

方しか来ないと。いろんな方に結局参加してもらわないとあまり意味がないのかなという

んですけども、そこら辺について、いかがですか。 

○山下災害対策・危機管理課長 避難所の防災訓練につきましては、ちょっと悩みどころ

であります。委員のおっしゃるとおり、避難所運営協議会の皆様、結構固定したメンバー

が、固定化されたメンバーによる訓練になってしまっていることが多いというのも実情ご

ざいます。ただ、その一方で、避難所運営協議会、避難所を運営するのは我々だという強

い自負を持っておられる方も多くて、一見さんが来るのではなく、自分たちがしっかりと

運営協議会を通じて、実際に発災したときに運営するために何をすべきかという、非常に

高い目的意識を持って最近、最近といいますか、開催する訓練が多いように感じておりま

す。 

○入山委員 すごく意識が高くていいとは思うんですけども、実際、本当に発災した場合、

固定した人だけじゃ、多分運営できないということが絶対あり得ると思うので、ぜひいろ

んな方を呼んでいただきたい。特に若いファミリー層、特にお子さんをお持ちの方とか、

もちろんペットをお持ちの方もそうなんですけども、楽しめるような、まずは訓練をして

もらって、いろんな方に来てもらうということを目指していただきたいと思うので、ぜひ

よろしくお願いいたします。 

○山下災害対策・危機管理課長 入山委員のおっしゃるとおり、実際に発災した場合に、

避難所に来るのは避難所運営協議会の方だけでなく、その他町会の方、町会に入っていな

い方、様々な方がいらっしゃると思いますので、そういった方たちにも裾野を広げるよう

な意味で、避難所運営協議会の方と協力して、区が協力して、いろんな方が来られるよう

な訓練というのを、実施に向けて、ちょっと前向きに検討していきたいと思います。 

○小林分科会長 よろしいですか。 

○入山委員 はい。 
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○小林分科会長 大坂委員。 

○大坂委員 ７番の災害対策用物資・機器等の整備についてお伺いします。 

 ちょっとここに入るかどうか分からないんですけれども、防災のＤＸに関するような項

目になるんですけれども、第１回定例会のときの代表質問で、ちょうど能登での震災が起

きた直後だったので質問させていただいたんですけれども、その中で災害対策だったりと

か、避難所の運営に関しては日進月歩ですという話をさせていただいて、その答弁の中で、

スターリンクの可能性について研究していくという答弁がありました。現状、これはどう

なっているのかお伺いします。 

○山下災害対策・危機管理課長 スターリンクにつきましては、現在、東京都の総合防災

部から２３区に送られたものが１機、災害対策・危機管理課にございます。実際に１回試

してみた実績もございますが、１回しかやっていないんですけど、かなり開けた場所じゃ

ないとつながらないということは分かりました。あと、Ｗｉ－Ｆｉに当たる部分というか、

スターリンクの衛星とつながる部分はあるんですけど、そこから先の、いわゆるＷｉ－Ｆ

ｉルーターの部分も東京都から来ておりますので、実際にそれを使ってみながら、今後検

討していくような形を考えております。 

○大坂委員 本当に実際使ってみないと、やっぱり何ができて、何ができないのかという

のが分からないので、１回だけと言わずに今後もしっかりと、どういった形であれば運用

ができるのかというところをまず模索をしていただきながら、その上で何ができて、何が

できないのか、この整理というのをやっていかなければいけないと思っています。これは

非常に重要なツールであることは今現時点では間違いないというふうには思っていますの

で、課として、これ、今後、しっかりとやっていくのかどうか、宝の持ち腐れになってし

まわないようにしていただきたいんですけれども、その辺についてはいかがでしょう。 

○山下災害対策・危機管理課長 大坂委員のおっしゃるとおり、せっかく頂いたスターリ

ンクですので、いろいろな避難所の防災訓練などでも活用できればというふうには考えて

おります。今後につきましても、様々な新しいツールみたいなものが出ておりますので、

調査研究を続けていきたいと思っております。 

○小林分科会長 よろしいですか。はい。 

 のざわ委員。 

○のざわ委員 分科会長、関連で。この今のところの事務事業概要の２３９ページなんで

すけども、文の（１）備蓄物資の整備の中で、上から６行目、その他合計対象者数約３万

１,０００人が３日間程度過ごせる云々とありますが、これは１０日ぐらいにすることと

いうのは、今は大変、首都直下地震等々の関連もありまして、いかがかなと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 備蓄物資につきましては、３日目以降は東京都からの支

援が受けられるというような協定になってございますので、２３区を見ても、基本的には

２日分を備蓄しておけばよいというような考え方でやっております。そこを、千代田区は

３日分きっちりを備蓄しようということで、ちょっとオーバースペックぎみにやっている

ような実態で進めておるところでございます。やはり、１０日間といいますと、かなりの

保管場所が必要になりますので、現状ではちょっと難しいという感じでございます。 

○のざわ委員 分科会長、すみません。４日目からのものは、東京都のはどこにあるんで
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しょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 東京都の保管場所について、申し訳ございません、今、

把握しておりません。東京都の地域防災計画の中に記載されておりますので、お時間を頂

ければ、確認して後ほどご報告いたします。 

○のざわ委員 ぜひ、なかなか難しいと思うんですが、４日目以降のものがここにある方

と、なかなか、物が来なかったりすると大変で、かといって、４日目以降のものも保存す

るというのはどうなんだという話もあるんですが、その４日目以降の、それを使う方々等

の接続等についても、ぜひご検討いただけたらと思います。 

○中田行政管理担当部長 防災に関しては、まずは自主というところがありますので、ま

ずはご本人でしっかりと備蓄をしていただくということを基本にということになるかと思

います。その上で、区のほうでもしっかりと保管というのは、備蓄品の対応というのはさ

せていただきたいと思っております。 

○小林分科会長 よろしいですか。後ほど、すみません。 

 小野委員。 

○小野委員 今、様々な防災についてのご質問があるんですけれども、事務事業概要で言

うと２１７ページからが災害対策系になっていきます。もう、これ、今までも何度も、自

助、協助、公助ということで、公助が届くまでには、やはり、まずは自助をしっかりして

いきましょうということで、各家庭での備蓄をしっかりと推進していくと。そのほか、い

ろんなものが倒れてこないようにだとかいうことで、ご自宅で準備を整えてくださいとい

うようなインフォメーションはされていると思います。ただ、まだこの点についてはイン

フォメーションをどんどんしていかないと、やっぱり誤解も生じていると思いますので、

まず、その辺りの広報について今後どのような工夫をされるのかというところをお聞かせ

ください。 

○山下災害対策・危機管理課長 防災に関する知識であったり情報の周知につきましては、

区だけでなく、東京都もかなり、「東京防災」であったり、総合防災部のユーチューブで

あったり、かなり力を入れておりますので、そちらもうまく活用しながら、区民への周知

は進めてまいりたいと思います。 

○小野委員 はい。ありがとうございます。以前、一般質問の中でも、東京都から配られ

ている防災ブックを活用した町会ごとの勉強会などもされているところもありましたので、

しっかり、そういったツールを生かすということは大事かなと思います。その上で、「き

ょうじょ」というのが、千代田区の中では協力の「協」を使った、いわゆる一般的な公共

の「共」ではなくて、みんなで支え合うというのをより一層強めるための協力という文字

を使っていらっしゃいます。それには、多分帰宅困難者を含めて他区に比べて圧倒的に民

間の力を借りていかなければいけない時間帯の発災時を想定されるとかというのもあると

思うんですね。 

 その中でちょっとお伺いしたいのが、災害時における区内大学との連携。１０番ですね。

こちらについてお伺いしたいと思います。 

○小林分科会長 事務事業概要の２５３ページ。 

○小野委員 そうですね。事業概要にも書いてあります。大学の中では、２５８ページを

開けていただけると一覧表が載っているかと思うんですけれども、大学とのやり取りとい
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うのは基本的にやられていると思うんです。よくよく見ると、学生さんが現場で動けたり

だとか、そういう具体的なこともやられていると思うんですけれども、実際には何をされ

ているのかというのがよく分からないんですけれども、その辺りについては把握されてい

ますか。 

○山下災害対策・危機管理課長 大学との協定につきましては、基本的に帰宅困難者の一

時退避場所として大学構内を使わせていただく協定であったり、そこの帰宅困難者の方た

ちへの備蓄物資ですね。水であったり、ライスクッキーであったり、そういったものを保

管していただくことであったり、その他、災害ボランティアとして学生さんたちを登録し

ていただいて、訓練等に参加していただくようなことがございます。また、千代田学とい

う講座がございまして、そこでの協力体制というのも組んでおりまして、そこで災害に対

する様々な調査研究をしていただき、その情報を区のほうに頂いているような、そういっ

た協力関係にございます。 

○小林分科会長 小野委員。 

○小野委員 はい。ありがとうございます。今、千代田学、それから、昨日はキャンパス

コンソの話も出たんですけど、実際、大学が連携して区と協力をして、それなりの冊子を

作られていると思うんですね。これも、どうやら、作って終わりになってしまっているよ

うで、非常に出来がよいので、活用した何かというのを今後検討されてはいかがかと思う

んですけど、その辺りいかがでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 小野委員がおっしゃるように、様々な調査研究について

の資料、なかなか周知がうまくいっていないような部分、実際あると思いますので、それ

については、我々災害対策・危機管理課の直接の住民の方との窓口というのが避難所運営

協議会に限定されている部分はございますが、そのほかの選択肢も含めて周知ができない

か、ちょっと検討してまいりたいと思います。 

○小野委員 理解しました。ということは、大学と協定は結んでいるものの、災害関係に

ついての窓口は災対課にはないという捉え方でよろしいんですか。 

○山下災害対策・危機管理課長 直接の窓口はコミュニティ総務課ということになってお

りますが、ただ、そこでの災害対策についての調査研究について、災害対策・危機管理課

のほうにも情報共有いただいているような形になっております。 

○小野委員 分かりました。ちょっと、そうすると、もしかしたら所管外かもしれないん

ですけど、これ、専門学校が全く含まれていないなというところがあって、今後、専門学

校というところとの連携というのもありなのかもしれませんけれども、ちょっとこれは関

連が、所管が違うかもしれませんのでご放念ください。 

 もう一つ、この大学もそうかもしれないですが、ＡＥＤの使い方について職員の方々に

は、このカテゴリーの中でやられていると思うんですけれども、実際にＡＥＤについての

関わりというのは災対課ではどの程度なんでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 職員の救命救急講習につきましては、災害対策・危機管

理課が主導で実施しております。消防協会からの講師等を呼んで、あと、何でしたっけ、

あの、心臓マッサージの小さな人形とかがございますが、はい、ああいったものもうちの

方で準備して、講座を開催しておる次第です。 

○小野委員 はい、分かりました。ということは、職員の皆様がＡＥＤを使えるようにと
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いうそこだけが今のところ管轄でいらっしゃるということですね。承知しました。では、

ちょっと、それ以外のところについては、また改めたいと思います。 

 最後にちょっと１点確認なんですけれども、第２回の定例会の中で、発災時、発災後も

含めて、やっぱりこのコンパクトな千代田区とはいえ、やはり昼間人口のことも考えると、

もっと専門的な知見を入れたほうがいいんではないかということが幾つかのご質問で寄せ

られたと思うんですけれども、その辺、ほかの地域も調べながらということでご検討いた

だくような答弁を頂いていますけど、その後、何か進捗はございますでしょうか。例えば

参与制度ですとかいろんな制度がある中で、専門的な知見をどのように活用していくかと

いう観点ですね。お願いします。 

○中田行政管理担当部長 専門家の知見の活用については、例えばアドバイザーですとか、

例えば委託などでお願いをしたり、また、特定任期付の方に来ていただいたりと、様々な

活用の方法があると思いますので、どういったものがふさわしいのか、どういったものが

適切なのかについては、引き続き、ちょっと研究のほうをしていきたいと思います。 

○小野委員 はい。 

○小林分科会長 いいですか。 

 続けて、質疑を受けます。 

○のざわ委員 同じページの９番、決算参考書２４２ページ、９番、帰宅困難者対策で、

事務事業概要は２５１ページでございます。ここの（５）Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備・運用と

いうところでございます。 

 先ほど大坂委員のほうから、スペースＸという衛星通信サービスのお話がありまして、

私も非常に共鳴、関心を持っていまして、ここに、このＷｉ－Ｆｉ環境整備、ここでは災

害時避難所に公衆無線ＬＡＮを計画的に設置し、帰宅困難者等の情報伝達手段を強化する

と書いてあります。一応、先ほどの商品名は宇宙企業の、通信、衛星通信サービスという

言い方をさせていただきますが、スペースＸ、一つだけ、オーナー系なんで、オーナーの

意思によって突然使えなくなるというリスクはあるんですけれども、非常に数千の衛星を

飛ばしていまして、他社に圧倒的に、他社を圧倒しているという事実もありますんで、こ

れも含めた衛星通信サービスの中からこちらのほうを使っていただけたらのご検討は、非

常に大切なんじゃないかなと。ご承知のとおり、今年の１月７日、石川県の避難所で、３

５０台のスターリンクが、某提携携帯大手企業から３５０台無償提供されまして、それに

対しまして１月２０日に、ご承知のとおり大手通信４社が一定の成果を上げているという

コメントもありましたので、ぜひ、この衛星通信サービス、マスターシンコウ（スターリ

ンク）を含めました衛星通信サービスの導入の検討を、ぜひご検討いただくのはいかがで

しょうかということです。 

○山下災害対策・危機管理課長 委員ご指摘のスターリンクの帰宅困難者の一時退避場所

でのＷｉ－Ｆｉ整備のためにスターリンクを使うというご提案ですが、そうですね、令和

４年度の東京都の災害想定ですと、一応、千代田区内の通信の不適率が０.５%となって

おりますので、基本――すみません、０.３%となっておりますので、基本的には千代田

区内は通信の途絶の可能性は非常に低いというのがございます。あと、スターリンクにつ

きましては、やはり、ちょっとある程度コストがかかるということもございますので、明

らかにコストが高いという点がございますので、現状、東京都から提供していただいた１
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台を使いながら、千代田区内でどうやって活用できるか、その調査研究にとどめておきた

いと考えております。 

○のざわ委員 スターリンクも含めた衛星通信サービス、確かにコストが高いと思うんで

すが、千代田区ということに限らず、例えば周辺５区ですとか、範囲を広げて一緒にやっ

て費用負担でコストを下げるという考え方もできるんじゃないかなというふうに思ってお

りますので、また継続的な研究をいかがでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 東京都の総合防災部から聞いたところによりますと、２

３区と市町村ですね、各市町村、２３区に全部１台ずつ配っているんですが、特にスケー

ルメリットがなく、１台の価格のままで契約したというような話を聞いております。ただ、

スターリンクにつきましては、地上の通信が途絶えた場合でも衛星との通信が必ずつなが

るというような、非常に特異な性格を持った通信手段でございますので、今後も調査研究

は続けてまいりたいと思います。 

○のざわ委員 ありがとうございます。 

○小林分科会長 いいですか。 

 はい。質疑を続けます。 

○入山委員 ２４２の災害応急対策の、２４６ページですね。はい。 

 災害応急対策事業として、先日、能登の豪雨からの洪水等あったと思うんですけども、

東京でも、この令和５年度、ごめんなさい、大雨からの洪水まではいかないんですけども、

豪雨というのがあったと思うんです。今、この間も、千代田区でも何回か危機の連絡があ

ったと思うんですけど、それ、どれぐらいあったんでしょうか、千代田区として。 

○山下災害対策・危機管理課長 危機の連絡というのは、気象庁とか。 

○入山委員 洪水まではいかないけども、というような。 

○山下災害対策・危機管理課長 あ、そこまでの連絡は、現状、ございませんでした。は

い。洪水の注意報、警報は出ておりますが、危機的な状況というような連絡は、現状では

入っておりません。 

○入山委員 はい、分かりました。 

 令和５年度実績として、３回、６月の２日、３日、８月の１０日、１５日、９月７日と

いうこともあるんですけども、これ、どういった基準でこういうのが出るんでしょうか。

あ、ごめんなさい、２４７ページ。 

○小林分科会長 ２４７。 

 課長。 

○山下災害対策・危機管理課長 はい。すみません。まず、台風が関東に上陸するという

ときに、その台風の大きさが強いであったり、非常に強いであったり、そういったときに、

こういった情報連絡体制を組んで、対応を行うものでございます。 

○小林分科会長 入山委員。 

○入山委員 これ、対応は道路公園課と書いてあるんですけれども、防災のほうはどうい

った対応をされているんでしょうか。 

○山下災害対策・危機管理課長 災害対策・危機管理課としては、災害対策連絡情報員の

方が常駐しておりますので、その者に非常の連絡体制、いつでも、何かあったら連絡が取

れるような体制を取らせておりますので、そこと道路公園課が、もう、いつでも情報連携
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を取れる状態になっているということでございます。 

○小林分科会長 部長。 

○中田行政管理担当部長 すみません。ちょっと、今の答弁に補足させていただきます。 

 まず台風に関しては、よく皆さんもご存じのとおり、日本列島に近づいてくると、いろ

いろな情報が参ります。で、危機管理課長を中心に、気象庁ですとか、あと別途、ウェザ

ーニュースなどから情報収集して、どのくらいの東京に影響があるのかといったものを素

早く情報収集を始めます。その状況を見ながら、少し大きめに予想しながら、まずは危機

管理体制というのを庁内で取ります。必要に応じて区長を中心にした本部体制も組んでい

くという形です。そういった際には、道路公園課、まあ、道路の冠水なども心配されるの

で、そういったところにも連絡をし、連携をし、また、先ほど職員住宅に住んでいる職員

の話がありましたけれども、そういった職員にも危機管理体制ということで、もしものと

きは出勤するようにということで、連携を取った対応をしているというところです。ここ

数年、８月などにも台風が来ましたので、そういったたびに庁内で対応体制を取ると。区

民の皆様には、必要に応じてＳＮＳなどを通じて情報発信をしているというところです。

ここ数年、ここ近年は、幸いにして、千代田区内、大きな被害などはないんですけれども、

やはり最近台風の時期もずれたりしているので、そういったところは早めに連携を取りな

がら対応していきたいと考えております。 

○小林分科会長 入山委員。 

○入山委員 今ご説明いただいたとおりだと思うんですけれども、なかなか東京ではそこ

まで大きな災害というのはないとは思うんですけども、逃げ遅れてなどということも考え

られなくはないので、こういうハザードマップというのを作っていただいているんですけ

ども、これについていかがでしょう、評判とかというのはいかがですか。 

○山下災害対策・危機管理課長 ハザードマップにつきましては、そうですね、見ていた

だいた方には非常に好評を頂いています。また、まちかどハザードマップと称しまして、

交番であったり一部の公共施設のところに、神田川が洪水になったとき、また、荒川が洪

水になったときは何メートルまで水があふれる可能性があるから気をつけましょうという

ような注意喚起も図っておるところでございます。 

○小林分科会長 部長。 

○中田行政管理担当部長 ハザードマップは、以前、区民の皆さんにお配りをしたんです

けれども、最近はやっぱりホームページなどで見られる方が多いということで、時期が、

６月を過ぎると、災対課のほうでホームページの目指すところにハザードマップを置いて、

区民の皆様がすぐに確認できるような体制を取っております。実際やはり災害、台風があ

った月を見ると、ハザードマップにアクセスしている件数が多いというところがあります

ので、やはり区民の皆様、そういったものを活用しながら情報収集をされているのかなと

いうふうに考えております。 

○小林分科会長 入山委員。 

○入山委員 最後に。本当に、とても、こういう時期ですので、こういうハザードマップ

とかそういう周知を特にしていただければなと思います。 

 以上で。ありがとうございます。 

○小林分科会長 課長、答えますか。答えますか。（発言する者あり） 
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 部長。 

○中田行政管理担当部長 ありがとうございます。こういった情報というのは、本当に繰

り返し、繰り返し情報提供していくことが重要だと思いますので、引き続き区民の皆様に

分かりやすい情報提供というのを努めていきたいと思います。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、災害対策費を終了します。 

 次に、８目、職員住宅建設費、２４２ページから２４３ページ。説明はありますか。 

○神河人事課長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、以上で職員住宅費の調査を終わります。 

 項１、総務費の調査を終了いたしますが、ここまでで、終了――失礼しました。終了す

る前にちょっと積み残しがありますんで、答弁を、準備できているところからお願いして、

ここを終わりたいと思います。はい。 

 それでは、人事課からお願いします。 

○神河人事課長 はい。人事課からは２点ございます。 

 まず１点目でございます。午前の、のざわ委員からの職員研修についてのご質問の中で、

退職者数として申し上げた数値について説明が適切ではなかったため、正確にお伝えをさ

せていただきます。 

 その際、退職者数を１０４と説明させていただきました。この退職者数とは、先ほど申

し上げたような定年退職者、普通退職者、そういった、いわゆる退職者に加えまして、区

を転出した職員、例えば都から交流で区にいらしていて、その職員が派遣期間を満了し都

に戻った者、区から転出してしまった者も含めた数字となっております。分かりやすく言

うならば、先ほどの退職者数１０４人は、退職者だけでなく転出者も含む、区を去った職

員数とお考えいただけたらと思いますので、そのようにご理解いただけたらと思います。

それが１点です。 

 それから、２点目、またこれも午前の質疑の中で、職員福利厚生、職員住宅に関する田

中委員からのご質問でありました、職員住宅の職員のコミュニティ活動について、どのよ

うな報告の項目を報告させているのかというような形のご質問がございました。それにつ

きましては、私どもは職員住宅コミュニティ活動参加報告書という様式がございまして、

それにて報告をさせているのですが、活動報告期間、今年の例えば７月に調査をするとす

れば、その前年度の活動内容について報告をさせるものでございまして、参加した取組の

実施日、活動内容、活動箇所、活動主体団体ということで、例えば何月何日、活動内容と

しては一斉清掃に参加しました、活動箇所は一番町ですと、一番町町会の主催するイベン

トでしたというような形のことを幾つか併記して書けるような様式となっております。そ

れにて報告をしていただくのですが、もしそこで、そちらに記入のない職員がおりました
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ら、コミュニティ活動について、参加、報告するような活動がなかったというような形の、

その理由について必ず書いて、報告をさせているところでございます。 

○小林分科会長 はい。 

○田中委員 それに対して…… 

○小林分科会長 ちょっと待ってください。後ほど。いいですか。 

 それでは、質疑をお願いします。はい。 

○田中委員 ありがとうございます。先ほどご答弁で、このアンケートが年に１回という

ことで、例えばこの活動を年に何回以上とか、してくださいとかいうことは、区のほうか

らは、規定はあるんでしょうか。 

○神河人事課長 積極的に活動することということは前提としてはおりますけれども、何

回以上というような形の制限は設けておりません。 

○田中委員 そうしますと、やはり区の町会とかまちの地域の方から、ふだんからコミュ

ニティ活動に参加されていないと、いざというときの、災害がもし起こったときにどの方

が職員の方なのかも分からないし、コミュニケーションが取りにくいというようなお話も

あって、なるべくもう少し積極的に活動に参加してくださいというお声もかなり伺ってお

りますので、そこら辺の改善というか、何回以上だとか、月に１回はとか、もう少し頻繁

にアンケートを行っていただくとか、そういう形で改善をしていただけるといいかなと思

いますが、いかがでしょうか。 

○神河人事課長 災害時の要員としての活動につきましては、そちらは、個別に職員のほ

うに通知をいたしまして参加いただいているものと認識しております。ただ、コミュニテ

ィ活動につきましては、そこまで、私どものほうで関与していないところがございます。

ですが、近年は出張所を通じて、職員住宅のほうに、例えばイベント等の情報を入れてい

ただいて、なるべくその職員住宅の職員に地域活動に参加できるような機会、これまで、

例えばコロナ禍とかで、どういうふうにそのコミュニティ活動に参加したらいいか分から

ないといった職員もおりましたので、そういったところを、出張所等が中に入りましてご

案内することによって、で、最近コロナ禍で中止していた事業も少し復活してきておりま

す。そういったところに職員が参加しているという話も聞いておりますので、今後もそう

いった取組を継続しながら進めてまいりたいと思います。 

○小林分科会長 はい。いいですか。 

○田中委員 はい。 

○小林分科会長 はい。それでは、のざわ委員もいいですよね。 

○のざわ委員 はい。 

○小林分科会長 はい。それでは、引き続き、先ほどの積み残しのご答弁をお願いします。 

 情報システム課長。 

○吉田情報システム課長 先ほど米田委員からご質問のありました、ウェブサイトのセキ

ュリティ診断の結果についてでございます。 

 令和５年度におきましては、９０件の危険度というものが出ております。で、危険度の

別の検出数としては、高のものが３、中のものが２２、低のものが６５というところで、

高のものにつきましては、再診断などを行って、対応しているところでございます。 

 施設数としては３８施設、診断のほうを行っているところでございます。 
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 以上です。 

○小林分科会長 はい。報告がありましたけど、よろしいですか。よろしいですか。 

○米田委員 はい。 

○小林分科会長 はい。それでは、デジタル――デジタルじゃなくて、財産管理担当。担

当部長、課長。課長。 

○夏目財産管理担当課長 はい。すみません。先ほど施設経営費の区有財産管理のところ

で小野委員よりご質問いただいた、西神田コスモス館の一部の行政財産から普通財産への

異動の理由についてです。該当箇所は、西神田コスモス館の２５階にある機械室というの

があるんですが、そこに災害対策・危機管理課が管理する防災無線機があったんですが、

それを撤去したことで行政目的がなくなったため、普通財産に組み替えたというものです。 

 以上です。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。 

○小野委員 はい。 

○小林分科会長 はい。それでは、項１の総務費ですけど――あ、まだある。（発言する

者あり）失礼しました。 

○山下災害対策・危機管理課長 東京都の倉庫の…… 

○小林分科会長 あ、ちょっとすみません。災害対策…… 

○山下災害対策・危機管理課長 はい、災害対策・管理課長です。 

○小林分科会長 危機管理課長。 

○山下災害対策・危機管理課長 先ほどお問い合わせのあった、東京都の備蓄倉庫の場所

が分かりましたので、一応ご報告をいたします。 

 ２３区内のみを報告させていただきますが、全部で２０か所ございまして、江東区毛利、

世田谷区北烏山、江東区塩浜、世田谷区船橋、葛飾区西新小岩、等々…… 

○小林分科会長 千代田区に…… 

○山下災害対策・危機管理課長 えっ。等々、２０か所ございます。で、そこから千代田

区の九段中等というところが千代田区の地域内の輸送拠点になってございますので、東京

都トラック協会の協力を得て、備蓄品を補給してもらう流れになっております。 

○小林分科会長 はい。よろしいですか。質疑ありますか。いいですね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、総務費の調査を終了いたします。 

 暫時休憩します。 

午後２時５７分休憩 

午後３時１０分再開 

○小林分科会長 それでは、再開します。 

 総務費、項２、選挙費の調査に入ります。決算参考書、２４４ページから２４５ページ

です。 

 執行機関からの――あ、失礼しました。執行機関からの説明はありますか。 

○河合選挙管理委員会事務局長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 それでは、委員の皆様から質疑を受けます。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 それでは、項２、選挙費を終了いたします。 

 総務費の項３、監査委員費の調査に入ります。項３、監査委員のは、決算参考書、２４

４ページから２４５ページです。 

 監査委員費と２目の事務局費、併せて説明はありますか。 

○恩田監査事務局長 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 委員の皆様からの質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なし。はい。 

 それでは、項３、監査委員費を終わり、款６の総務費の調査は終了いたします。 

 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。 

 それでは、款７、職員費の調査に入ります。決算参考書２４６ページから２４９ページ

までです。職員費は一括してやりますけれども、執行機関からの説明はありますか。 

○神河人事課長 特にございません。 

○小林分科会長 委員の皆様からの質疑を受けます。質疑はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なし。では、以上で、では、款７、職員費を終了します。 

 次に参ります。款８、公債費の調査です。決算参考書２５０ページから２５１ページで

す。公債費を一括してやります。執行機関から説明はありますか。 

○中根財政課長 ございません。 

○小林分科会長 はい。 

 それでは、委員の方からの質疑を受けます。質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 なし。以上で、款８、公債費を終了いたします。 

 次に、款９、諸支出金の調査に入ります。決算参考書の２５２ページから２５５ページ

まで。諸支出金を一括して、執行機関、説明はありますか。 

○中根財政課長 ございません。 

○小林分科会長 はい。 

 それでは、委員の皆様の質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 では、質疑なしということで、款９、諸支出金は終了いたします。 

 次に、予備費に参ります。款１０、予備費、２５６ページから２５７ページです。予備

費を一括して、執行機関側の説明を求めます。 
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○中根財政課長 説明はございません。 

○小林分科会長 説明ありません。 

 それでは、委員からの質疑を受けます。質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、予備費を終了します。 

 本日の所管分の歳出の調査を終了いたします。 

 次に、歳入調査に入ります。歳入調査は一括で調査したいと思いますが、よろしいです

か。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 それでは、ページを、２８ページ。２８ページから、２８ページの地方

譲与金、地方譲与税から、１３７ページの諸収入まで、執行機関の説明はありますか。

（「特にございません。」と呼ぶ者あり）なし。はい。 

 それでは、委員の皆様の質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、以上で、本日所管分の歳入を終了いたします。 

 それでは、各会計実質収支、財産、定額基金に関する調査です。決算及び附属書類のう

ち、各会計実質収支に関する調書、２５９ページから２６５ページ、財産に関する調書、

２６９ページから３０３ページ、定額基金に関する運用状況調査書、３０７ページですが、

執行機関からの説明はありますか。 

○大矢会計管理者 特にございません。 

○小林分科会長 特になし。 

 委員の皆様から質疑を受けます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 はい。それでは、以上で附属書類の調査を終了いたします。 

 調査、本日予定していました、政策経営部、会計室、選挙管理委員会事務局、監査委員

事務局、区議会事務局所管の歳入歳出の調査を終了し、今回、前回の地域振興部の所管と

併せて、当分科会の調査を全て終了いたしました。最後に、調査漏れはございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○小林分科会長 総括送りになった項目は、今回、議論はありません。 

 分科会の決算調査報告書は、当分科会の議事録を付して、１０月８日火曜日午前中まで

に予算・決算特別委員長に提出させていただきます。２日間にわたり、熱心な調査を、皆

様ありがとうございました。 

 以上をもちまして、予算・決算特別委員会企画総務分科会を閉会いたします。どうもあ

りがとうございました。 

午後３時１７分閉会 


